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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ワイヤレス通信のための方法であって、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別することと、
　位相回転を、前記ＨＥ信号フィールドの一部分の、１つおきのデータトーンに適用する
ことと、ここにおいて、前記ＨＥ信号フィールドは、前記一部分の前記データトーンに先
行する複数の回転されないデータトーンを備える、
　１つおきのデータトーンに適用される前記位相回転を有する前記一部分を含む前記ＨＥ
信号フィールドを有する無線フレームを送信することと
　を備える、方法。
【請求項２】
　前記位相回転は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）状態に少なくとも部分的に基づく
、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ＨＥ信号フィールドの前記一部分の、１つおきのデータトーンに適用される前記位
相回転は、直交振幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後に、トーンのセット上に適用される、
請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　複数の周波数領域を識別することをさらに備え、ここにおいて、前記位相回転は、前記
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複数の各周波数領域に適用される、
　請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメントに分割することと、
　前記位相回転を前記１つまたは複数のセグメントの各々に適用することと
　をさらに備える、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、前記５６個のトーンは、５２個の
データトーンを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの前記位相回転は、
【数１】

　を備える、請求項６に記載の方法。
【請求項８】
　前記ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ　ＳＩＧ－ＡフィールドまたはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィ
ールドを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＨＥ信号フィールドは、２０ＭＨｚのチャネルを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記位相回転は、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）二相位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ）ビットマッピングを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別するための手段と、
　位相回転を、前記ＨＥ信号フィールドの一部分の、１つおきのデータトーンに適用する
ための手段と、ここにおいて、前記ＨＥ信号フィールドは、前記一部分のデータトーンに
先行する複数の回転されないデータトーンを備える、
　１つおきのデータトーンに適用される前記位相回転を有する前記一部分を含む前記ＨＥ
信号フィールドを有する無線フレームを送信するための手段と
　を備える、装置。
【請求項１２】
　前記位相回転は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）状態に少なくとも部分的に基づく
、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１３】
　前記ＨＥ信号フィールドの前記一部分の、１つおきのデータトーンに適用される前記位
相回転は、直交振幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後に、トーンのセット上に適用される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１４】
　複数の周波数領域を識別するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記位相回転は
、前記複数の各周波数領域に適用される、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１５】
　前記ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメントに分割するための手段と、
　前記位相回転を前記１つまたは複数のセグメントの各々に適用するための手段と
　をさらに備える、請求項１１に記載の装置。
【請求項１６】
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　前記ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、前記５６個のトーンは、５２個の
データトーンを含む、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１７】
　前記ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの前記位相回転は、
【数２】

　を備える、請求項１６に記載の装置。
【請求項１８】
　前記ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）フィールドまたはＨＥ信号Ｂ（
ＳＩＧ－Ｂ）フィールドを備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項１９】
　前記ＨＥ信号フィールドは、２０ＭＨｚのチャネルを備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項２０】
　前記位相回転は、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）二相位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ）ビットマッピングを備える、
　請求項１１に記載の装置。
【請求項２１】
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、および前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線
フレーム構造を識別することと、
　　位相回転を、前記ＨＥ信号フィールドの一部分の、１つおきのデータトーンに適用す
ることと、ここにおいて、前記ＨＥ信号フィールドは、前記一部分の前記データトーンに
先行する複数の回転されないデータトーンを備える、
　　１つおきのデータトーンに前記位相回転を有する前記一部分を含む前記ＨＥ信号フィ
ールドを有する無線フレームを送信することと
　を行わせるように動作可能である命令と
　を備える、装置。
【請求項２２】
　前記位相回転は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）状態に少なくとも部分的に基づく
、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２３】
　前記ＨＥ信号フィールドの前記一部分の、１つおきのデータトーンに適用される前記位
相回転は、直交振幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後に、トーンのセット上に適用される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２４】
　前記命令は、
　複数の周波数領域を識別するように、前記プロセッサによってさらに実行可能であり、
ここにおいて、前記位相回転は、前記複数の各周波数領域に適用される、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２５】
　前記命令は、
　前記ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメントに分割することと、
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　前記位相回転を前記１つまたは複数のセグメントの各々に適用することと
　を行うように、前記プロセッサによってさらに実行可能である、請求項２１に記載の装
置。
【請求項２６】
　前記ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、前記５６個のトーンは、５２個の
データトーンを含む、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２７】
　前記ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの前記位相回転は、
【数３】

　を備える、請求項２６に記載の装置。
【請求項２８】
　前記ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）フィールドまたはＨＥ信号Ｂ（
ＳＩＧ－Ｂ）フィールドを備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項２９】
　前記位相回転は、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）二相位相シフトキーイング（ＢＰＳ
Ｋ）ビットマッピングを備える、
　請求項２１に記載の装置。
【請求項３０】
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶するコンピュータ可読記憶媒体であって、前記コ
ードは、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別することと、
　位相回転を、前記ＨＥ信号フィールドの一部分の、１つおきのデータトーンに適用する
ことと、ここにおいて、前記ＨＥ信号フィールドは、前記一部分の前記データトーンに先
行する複数の回転されないデータトーンを備える、
　１つおきのデータトーンに適用される前記位相回転を有する前記一部分を含む前記ＨＥ
信号フィールドを有する無線フレームを送信することと
　を行うように、プロセッサによって実行可能な命令を備える、コンピュータ可読記憶媒
体。

【発明の詳細な説明】
【相互参照】
【０００１】
　[0001]　本特許出願は、「Peak-To-Average Power Management In Wireless Local Are
a Network Signaling」と題され、２０１７年５月５日に出願されたＹａｎｇ他による米
国特許出願第１５／５８８，３６０号、および「Peak-To-Average Power Management In 
Wireless Local Area Network Signaling」と題され、２０１６年５月１１日に出願され
たＹａｎｇ他による米国仮特許出願第６２／３３５，０１９号の優先権を主張し、それら
の各々は、本願の譲受人に譲渡される。
【背景技術】
【０００２】
　[0002]　以下は、一般に、ワイヤレス通信（wireless communication）に関し、具体的
には、ワイヤレスローカルエリアネットワークシグナリング（wireless local area netw
ork signaling）におけるピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ：peak-to-average power ratio
）管理（management）に関する。
【０００３】
　[0003]　ワイヤレス通信システムは、音声、ビデオ、パケットデータ、メッセージング
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、ブロードキャスト（broadcast）等のような、様々なタイプの通信コンテンツを提供す
るために広く展開されている。これらのシステムは、利用可能なシステムリソース（例え
ば、時間、周波数、および電力）を共有することによって複数の（multiple）ユーザとの
通信をサポートすることが可能である（capable of）多元接続システム（multiple-acces
s system）であり得る。ワイヤレスネットワーク、例えば、Ｗｉ－Ｆｉネットワーク（す
なわち、ＩＥＥＥ８０２．１１シリーズ規格に準じて動作するネットワーク）のような、
ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ：wireless local area network）は
、１つまたは複数の局（ＳＴＡ：station）またはモバイルデバイスと通信し得るアクセ
スポイント（ＡＰ：access point）を含み得る。ＡＰは、インターネットのようなネット
ワークに結合され得、モバイルデバイスがネットワークを介して通信すること（またはア
クセスポイントに結合された他のデバイスと通信すること）を可能にし得る。ワイヤレス
デバイスは、双方向にネットワークデバイスと通信し得る。例えば、ＷＬＡＮでは、ＳＴ
Ａは、ダウンリンクおよびアップリンクを介して関連する（associated）ＡＰと通信し得
る。ダウンリンク（すなわち順方向リンク）は、ＡＰから局への通信リンクを指し、アッ
プリンク（すなわち逆方向リンク）は、局からＡＰへの通信リンクを指し得る。
【０００４】
　[0004]　いくつかのワイヤレスデバイスは、高効率送信を使用して通信し得る。様々な
高効率無線フレームフィールド（high efficiency radio frame fields）ビットのシーケ
ンスのような、これらの高効率送信の構造は、送信の様々な属性に影響し得る。つまり、
ワイヤレス通信規格の初期のバージョンに従って設計されたシグナリングフィールドまた
はフレーム構造を使用してなされる高効率送信は、ＷＬＡＮ内の非効率性をもたらし得る
。
【発明の概要】
【０００５】
　[0005]　ワイヤレスデバイスは、例えば、共有無線周波数スペクトル（shared radio f
requency spectrum）上での、通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールド（high effici
ency (HE) signal field）およびＨＥデータフィールド（data field）を含む無線フレー
ム構造（radio frame structure）を利用し得る。ＨＥ信号フィールド内の１つまたは複
数のビット（bit）またはシンボル（symbol）は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）を
避けるように調整され得る。例えば、信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）または信号Ｂ（ＳＩＧ－Ｂ）
フィールドの一部分は、調整され得る。いくつかの例において、ランダムビットシーケン
ス（random bit sequence）は、シンボルの終わりにおいて、パディング（padding）のた
めに使用され得る。他の例において、ビットは、反転され得るか、またはスクランブルさ
れ得る。さらに他の例において、ビットは、変調され得、位相回転（phase rotation）は
、対応する信号に適用され得る。追加または代替として、選択的エンコーディング（sele
ctive encoding）は、高いＰＡＰＲ状態（high PAPR condition）を避けるために、ＳＩ
Ｇ－ＡまたはＳＩＧ－Ｂフィールドに対して、使用され得る。調整されたＨＥ信号フィー
ルド（signal field）を用いた無線フレーム（radio frame）は、次いで、そうでなけれ
ば実現されていたかもしれないＰＡＰＲよりも低いＰＡＰＲを用いて、送信され得る。
【０００６】
　[0006]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、通信のためのＨＥ信号フィール
ドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、直交周波数分
割多重（ＯＦＤＭ：orthogonal frequency division multiplexing）シンボルに関するパ
ディングビット（padding bit）としてランダムビットシーケンス（random bit sequence
）を使用してＨＥ信号フィールドを生成することと、パディングビットとしてランダムビ
ットシーケンスを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレーム（radio frame）を送信
することとを含み得る。
【０００７】
　[0007]　ワイヤレス通信のための装置（apparatus）が説明される。装置は、通信のた
めのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別する
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ための手段と、ＯＦＤＭシンボルに関するパディングビットとしてランダムビットシーケ
ンスを使用してＨＥ信号フィールドを生成するための手段と、パディングビットとしてラ
ンダムビットシーケンスを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信するため
の手段とを含み得る。
【０００８】
　[0008]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令（in
struction）は、プロセッサによって実行されると、装置に、通信のためのＨＥ信号フィ
ールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＯＦＤＭ
シンボルに関するパディングビットとしてランダムビットシーケンスを使用してＨＥ信号
フィールドを生成することと、パディングビットとしてランダムビットシーケンスを含む
ＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することとを行わせるように動作可能で
あり得る。
【０００９】
　[0009]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体（non-transitory com
puter readable medium）が説明される。非一時的コンピュータ可読媒体は、通信のため
のＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別するこ
とと、ＯＦＤＭシンボルに関するパディングビットとしてランダムビットシーケンスを使
用してＨＥ信号フィールドを生成することと、パディングビットとしてランダムビットシ
ーケンスを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することとを行うように
動作可能である命令を含み得る。
【００１０】
　[0010]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＰＡＰＲ状態を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得、ここにおいて、ＨＥ信号フィールドは、ＰＡＰＲ状態に少なくとも部分的に
基づいてランダムビットシーケンスを使用して、生成される。
【００１１】
　[0011]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＨＥ信号フィールドが同じ値を有する複数の連続ビットを含むことを決
定するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここにおいて、ＰＡＰ
Ｒ状態は、しきい値を超える連続ビットの数に少なくとも部分的に基づいて識別される。
【００１２】
　[0012]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、同じ値を有する連続ビットは、複数のＯＦＤＭシンボルからのビ
ットを含む。上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの例は、無線フレームに関する変調符号化方式（ＭＣＳ：modulation and cod
ing scheme）を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここ
において、ＰＡＰＲ状態は、ＭＣＳに少なくとも部分的に基づいて識別される。
【００１３】
　[0013]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、無線フレームは、ＨＥシグナリングフィールド、ＨＥプリアンブ
ル、またはＨＥデータフィールド、のうちの少なくとも１つを備える。上記において説明
された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例において、ＨＥ
信号フィールドは、ＨＥプリアンブル、ショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）
、ロングトレーニングフィールド（Ｌ－ＬＴＦ）、信号長（signal length）（Ｌ－ＳＩ
Ｇ）、繰り返されたＬ－ＳＩＧ、ＨＥ信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）フィールドまたはＨＥ信号Ｂ
（ＳＩＧ－Ｂ）フィールド、のうちの少なくとも１つを備える。
【００１４】
　[0014]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドは、共通フィールド、ユーザ固有フィールド
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、ダウンリンク／アップリンク（ＤＬ／ＵＬ）ビット、フォーマットビット、ベーシック
サービスセット（ＢＳＳ：basic service set）色フィールド（color field）、空間再使
用フィールド（spatial reuse field）、送信機会（ＴｘＯＰ）フィールド、帯域幅フィ
ールド、ＭＣＳフィールド、サイクリック・プリフィックス（ＣＰ：cyclic prefix）お
よびロングトレーニングフィールド（ＬＴＦ：long training field）サイズフィールド
、符号化フィールド、いくつかの空間―時間ストリーム（a number of space-time strea
ms）のフィールド、空間―時間ブロック符号化（ＳＴＢＣ：space-time block coding）
フィールド、送信ビームフォーミング（ＴｘＢＦ）フィールド、デュアルキャリア変調（
ＤＣＭ：dual carrier modulation）フィールド、パケット拡張フィールド、ビーム変更
フィールド（beam change field）、ドップラーフィールド、巡回冗長検査（ＣＲＣ：cyc
lic redundancy check）フィールド、テールフィールド（tail field）、ＳＩＧ－Ｂ　Ｍ
ＣＳフィールド、ＳＩＧ－Ｂ　ＤＣＭフィールド、シンボルフィールドのＳＩＧ－Ｂ番号
、ＳＩＧ－Ｂ圧縮モードフィールド、いくつかのＨＥ－ＬＴＦシンボル（a number of HE
-LTF symbols）のフィールド、低密度パリティチェック（ＬＤＰＣ：low density parity
 check）追加（extra）シンボル、局識別（ＳＴＡＩＤ：station identification）、空
間構成フィールド、テールビット、１つまたは複数のパディングビット、のうちの少なく
とも１つ、あるいはそれらの任意の組合せを備える。
【００１５】
　[0015]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、通信のためのＨＥ信号フィール
ドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットにおいて各ビットのバイナリ値を反転することと、反転されたバ
イナリ値を有するビットのセットにおいて各ビットを含むＨＥ信号フィールドを有する無
線フレームを送信することとを含み得る。
【００１６】
　[0016]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、通信のためのＨＥ信号フ
ィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別するための手段と、
ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおいて各ビットのバイナリ値を反転するための手
段と、反転されたバイナリ値を有するビットのセットにおいて各ビットを含むＨＥ信号フ
ィールドを有する無線フレームを送信するための手段とを含み得る。
【００１７】
　[0017]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、通信のためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＨＥ信号フィールドのビッ
トのセットにおいて各ビットのバイナリ値を反転することと、反転されたバイナリ値を有
するビットのセットにおいて各ビットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを
送信することとを行わせるように動作可能であり得る。
【００１８】
　[0018]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、通信のためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィール
ドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにお
いて各ビットのバイナリ値を反転することと、反転されたバイナリ値を有するビットのセ
ットにおいて各ビットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することと
を行うように動作可能である命令を含み得る。
【００１９】
　[0019]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＰＡＰＲ状態を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得、ここにおいて、ビットのセットにおける各ビットのバイナリ値は、ＰＡＰＲ
状態に少なくとも部分的に基づいて反転されている。
【００２０】
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　[0020]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのビットのセットは、ＨＥ信号フィールドの
連続ビットを備える。上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ
可読媒体のいくつかの例は、１つまたは複数のゼロを１に設定することおよび１つまたは
複数の１をゼロに設定することを備えるビットのセットにおける各ビットのバイナリ値を
反転するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。
【００２１】
　[0021]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのビットのセットは、ＳＴＡＩＤを備える。
上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、ＳＴＡＩＤは、ブロードキャストリソースユニット（ＲＵ：resource unit
）を備える。上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体
のいくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのビットのセットは、ＭＣＳフィールドを
備える。いくつかの例において、信号フィールドの少なくとも一部分は、選択的にエンコ
ードされる。
【００２２】
　[0022]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、通信のためのＨＥ信号フィール
ドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットをスクランブルすることと、ＨＥ信号フィールドのビットのスク
ランブルされたセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することと
を含み得る。
【００２３】
　[0023]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、通信のためのＨＥ信号フ
ィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別するための手段と、
ＨＥ信号フィールドのビットのセットをスクランブルするための手段と、ＨＥ信号フィー
ルドのビットのスクランブルされたセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレー
ムを送信するための手段とを含み得る。
【００２４】
　[0024]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、通信のためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＨＥ信号フィールドのビッ
トのセットをスクランブルすることと、ＨＥ信号フィールドのビットのスクランブルされ
たセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することとを行わせるよ
うに動作可能であり得る。
【００２５】
　[0025]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、通信のためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィール
ドを含む無線フレーム構造を識別することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットをス
クランブルすることと、ＨＥ信号フィールドのビットのスクランブルされたセットを含む
ＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することとを行うように動作可能である
命令を含み得る。
【００２６】
　[0026]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのビットのセットをスクランブルすることは
、ＸＯＲファンクションをＨＥ信号フィールドのビットのセットおよびスクランブリング
コードに適用することを備える。上記において説明された方法、装置、または非一時的コ
ンピュータ可読媒体のいくつかの例において、ビットのセットは、ＨＥ信号フィールドの
ＭＣＳに少なくとも部分的に基づいて、スクランブルされる。上記において説明された方
法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例において、ビットのセッ
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トは、所定のシード（seed）または疑似乱数の非ゼロシード（pseudorandom nonzero see
d）を使用して、スクランブルされる。
【００２７】
　[0027]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、疑似乱数の非ゼロシードを示すシグナリングを受信するためのプロセス
、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記において説明された方法、装置、また
は非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例において、ビットのセットは、ＰＡＰＲ
を減らすために選択されたスクランブリングコードを使用してスクランブルされる。いく
つかの例において、信号フィールドの少なくとも一部分は、選択的にエンコードされる。
【００２８】
　[0028]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、通信のためのＨＥ信号フィール
ドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、位相回転をＨ
Ｅ信号フィールドのシンボルのセットに適用することと、位相回転を有するシンボルのセ
ットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信することとを含み得る。
【００２９】
　[0029]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、通信のためのＨＥ信号フ
ィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別するための手段と、
位相回転をＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用するための手段と、位相回転を
有するシンボルのセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを送信するため
の手段とを含み得る。
【００３０】
　[0030]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、通信のためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレーム構造を識別することと、位相回転をＨＥ信号フィー
ルドのシンボルのセットに適用することと、位相回転を有するシンボルのセットを含むＨ
Ｅ信号フィールドを有する無線フレームを送信することとを行わせるように動作可能であ
り得る。
【００３１】
　[0031]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、通信のためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィール
ドを含む無線フレーム構造を識別することと、位相回転をＨＥ信号フィールドのシンボル
のセットに適用することと、位相回転を有するシンボルのセットを含むＨＥ信号フィール
ドを有する無線フレームを送信することとを行うように動作可能である命令を含み得る。
【００３２】
　[0032]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用される位相回転は
、直交振幅変調（ＱＡＭ）マッピング（quadrature amplitude modulation (QAM) mappin
g）の後に、トーン（tone）のセット上に適用される。上記において説明された方法、装
置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、複数の周波数領域（freque
ncy region）を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここ
において、位相回転は、その複数の各周波数領域に適用される。いくつかの例において、
信号フィールドの少なくとも一部分は、選択的にエンコードされる。
【００３３】
　[0033]　上記において説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメント（segment）に分割
するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得る。上記において説明され
た方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、位相回転を１つ
または複数のセグメントの各々に適用するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得る。
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【００３４】
　[0034]　上記において説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、ここにおいて、
５６個のトーンは、５２個のデータトーン（data tone）を含む。
【００３５】
　[0035]　上記において説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの位相回転は、
この本明細書の式を備える。
【００３６】
　[0036]　上記において説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ　ＳＩＧ－ＡフィールドまたはＨＥ
　ＳＩＧ－Ｂフィールドを備える。
【００３７】
　[0037]　上記において説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドは、２０ＭＨｚのチャネル（channel）を備
える。
【００３８】
　[0038]　上記において説明された方法、装置、および非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、位相回転は、ＤＣＭ　ＢＰＳＫビットマッピング（bit mapping
）を備える。
【００３９】
　[0039]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドにおけるＯ
ＦＤＭシンボルのパディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別す
ることと、パディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別すること
に少なくとも部分的に基づいてＨＥ信号フィールドを解釈することとを含み得る。
【００４０】
　[0040]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＨＥ信号フィールドおよ
びＨＥデータフィールドを含む無線フレームを受信するための手段と、ＨＥ信号フィール
ドにおけるＯＦＤＭシンボルのパディングビットとして使用されるランダムビットシーケ
ンスを識別するための手段と、パディングビットとして使用されるランダムビットシーケ
ンスを識別することに少なくとも部分的に基づいてＨＥ信号フィールドを解釈するための
手段とを含み得る。
【００４１】
　[0041]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドにおけるＯＦＤＭシンボ
ルのパディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別することと、パ
ディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別することに少なくとも
部分的に基づいてＨＥ信号フィールドを解釈することとを行わせるように動作可能であり
得る。
【００４２】
　[0042]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線
フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドにおけるＯＦＤＭシンボルのパディング
ビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別することと、パディングビット
として使用されるランダムビットシーケンスを識別することに少なくとも部分的に基づい
てＨＥ信号フィールドを解釈することとを行うように動作可能である命令を含み得る。
【００４３】
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　[0043]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＰＡＰＲ状態を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得、ここにおいて、パディングビットとして使用されるランダムビットシーケン
スは、ＰＡＰＲ状態に少なくとも部分的に基づいて識別される。上記において説明された
方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、ＨＥ信号フィール
ドにおけるＭＣＳを識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに含み得、
ここにおいて、ＰＡＰＲ状態は、ＭＣＳに少なくとも部分的に基づいて識別される。
【００４４】
　[0044]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドのビットの
セットにおける各ビットのバイナリ値が意図された値から反転されていることを決定する
ことと、意図された値に従って、ＨＥ信号フィールドを解釈することとを含み得る。
【００４５】
　[0045]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＨＥ信号フィールドおよ
びＨＥデータフィールドを含む無線フレームを受信するための手段と、ＨＥ信号フィール
ドのビットのセットにおける各ビットのバイナリ値が意図された値から反転されているこ
とを決定するための手段と、意図された値に従って、ＨＥ信号フィールドを解釈するため
の手段を含み得る。
【００４６】
　[0046]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおけ
る各ビットのバイナリ値が意図された値から反転されていることを決定することと、意図
された値に従って、ＨＥ信号フィールドを解釈することとを行わせるように動作可能であ
り得る。
【００４７】
　[0047]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線
フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおける各ビットのバ
イナリ値が意図された値から反転されていることを決定することと、意図された値に従っ
て、ＨＥ信号フィールドを解釈することとを行うように動作可能である命令を含み得る。
【００４８】
　[0048]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＰＡＰＲ状態を識別するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさ
らに含み得、ここにおいて、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおける各ビットのバ
イナリ値が意図された値から反転されているという決定は、ＰＡＰＲ状態に少なくとも部
分的に基づく。
【００４９】
　[0049]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドのビットのセットは、ＳＴＡＩＤを備える。
上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの
例において、ＳＴＡＩＤは、ブロードキャストＲＵを備える。上記において説明された方
法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例において、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットは、ＭＣＳフィールドを備える。
【００５０】
　[0050]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドのビットの
セットがスクランブルされていることを決定することと、ＨＥ信号フィールドのビットの
セットがスクランブルされているという決定に少なくとも部分的に基づいて、ＨＥ信号フ
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ィールドを解釈することとを含み得る。
【００５１】
　[0051]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＨＥ信号フィールドおよ
びＨＥデータフィールドを含む無線フレームを受信するための手段と、ＨＥ信号フィール
ドのビットのセットがスクランブルされていることを決定するための手段と、ＨＥ信号フ
ィールドのビットのセットがスクランブルされているという決定に少なくとも部分的に基
づいて、ＨＥ信号フィールドを解釈するための手段とを含み得る。
【００５２】
　[0052]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスク
ランブルされていることを決定することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスク
ランブルされているという決定に少なくとも部分的に基づいて、ＨＥ信号フィールドを解
釈することとを行わせるように動作可能であり得る。
【００５３】
　[0053]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線
フレームを受信することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスクランブルされて
いることを決定することと、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスクランブルされて
いるという決定に少なくとも部分的に基づいて、ＨＥ信号フィールドを解釈することとを
行うように動作可能である命令を含み得る。
【００５４】
　[0054]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例において、ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ信号フィールドのＭＣＳに少なくと
も部分的に基づいて、解釈される。上記において説明された方法、装置、または非一時的
コンピュータ可読媒体のいくつかの例において、ＨＥ信号フィールドを解釈することは、
スクランブルされたビットをデスクランブル（descramble）することが、スクランブルさ
れたビット上で所定のシードまたは疑似乱数の非ゼロのシードを用いてデスクランブラ（
descrambler）を使用することを備える、ということを備える。上記において説明された
方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、疑似乱数の非ゼロ
シードを示すシグナリングを送信するためのプロセス、特徴、手段、または命令をさらに
含み得る。
【００５５】
　[0055]　ワイヤレス通信の方法が説明される。方法は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥ
データフィールドを含む無線フレームを受信することと、無線フレームのＨＥ信号フィー
ルドのシンボルのセットの位相回転を決定することと、識別された位相回転に少なくとも
部分的に基づいて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットを復調することとを含み得る
。
【００５６】
　[0056]　ワイヤレス通信のための装置が説明される。装置は、ＨＥ信号フィールドおよ
びＨＥデータフィールドを含む無線フレームを受信するための手段と、無線フレームのＨ
Ｅ信号フィールドのシンボルのセットの位相回転を決定するための手段と、識別された位
相回転に少なくとも部分的に基づいて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットを復調す
るための手段とを備え得る。
【００５７】
　[0057]　ワイヤレス通信のための別の装置が説明される。装置は、プロセッサと、プロ
セッサと電子通信状態にあるメモリと、メモリに記憶された命令とを含み得る。命令は、
プロセッサによって実行されると、装置に、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレームを受信することと、無線フレームのＨＥ信号フィールドのシンボ



(13) JP 6608547 B2 2019.11.20

10

20

30

40

50

ルのセットの位相回転を決定することと、識別された位相回転に少なくとも部分的に基づ
いて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットを復調することとを行わせるように動作可
能であり得る。
【００５８】
　[0058]　ワイヤレス通信のための非一時的コンピュータ可読媒体が説明される。非一時
的コンピュータ可読媒体は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線
フレームを受信することと、無線フレームのＨＥ信号フィールドのシンボルのセットの位
相回転を決定することと、識別された位相回転に少なくとも部分的に基づいて、ＨＥ信号
フィールドのシンボルのセットを復調することとを行うように動作可能である命令を含み
得る。
【００５９】
　[0059]　上記において説明された方法、装置、または非一時的コンピュータ可読媒体の
いくつかの例は、ＱＡＭマッピングに従って、シンボルのセットを復調する前に、ＨＥ信
号フィールドのシンボルのセットの位相回転のために調整するためのプロセス、特徴、手
段、または命令をさらに含み得る。上記において説明された方法、装置、または非一時的
コンピュータ可読媒体のいくつかの例は、複数の周波数領域を識別するためのプロセス、
特徴、手段、または命令をさらに含み得、ここにおいて、位相回転は、複数の各周波数領
域ごとに決定される。
【図面の簡単な説明】
【００６０】
【図１】[0060]　図１は、本開示の態様に従った、高効率（ＨＥ）信号フィールドにおけ
るピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）の低減（reduction）をサポートするワイヤレス通信
のシステムの例を例示する。
【図２】図２は、本開示の態様に従った、高効率（ＨＥ）信号フィールドにおけるピーク
対平均電力比（ＰＡＰＲ）の低減をサポートするワイヤレス通信のシステムの例を例示す
る。
【図３】[0061]　図３は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲ
の低減をサポートする処理フローの例を例示する。
【図４】図４は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減を
サポートする処理フローの例を例示する。
【図５】図５は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減を
サポートする処理フローの例を例示する。
【図６】図６は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減を
サポートする処理フローの例を例示する。
【図７】[0062]　図７は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲ
の低減をサポートするデバイスのブロック図を示す。
【図８】図８は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減を
サポートするデバイスのブロック図を示す。
【図９】図９は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減を
サポートするデバイスのブロック図を示す。
【図１０】[0063]　図１０は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡ
ＰＲの低減をサポートするワイヤレスデバイスを含むシステムのブロック図を例示する。
【図１１】[0064]　図１１は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡ
ＰＲの低減のための方法を例示する。
【図１２】図１２は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
【図１３】図１３は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
【図１４】図１４は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
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【図１５】図１５は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
【図１６】図１６は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
【図１７】図１７は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
【図１８】図１８は、本開示の態様に従った、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低
減のための方法を例示する。
【詳細な説明】
【００６１】
　[0065]　高効率（ＨＥ）送信は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）のような、望まし
くない効果を減らすように構成された信号フィールドを用いて、なされ得る。例えば、い
くつかのワイヤレスデバイスは、ＨＥ送信を使用して（例えば、多入力多出力（ＭＩＭＯ
）動作下の複数の空間ストリームを使用して）、通信し得る。いくつかの事例において、
ＨＥ送信は、大きな数の連続ビットが同じ値（すなわち、一連の連続する複数の１のまた
は複数の０の（a series of consecutive 1’s or 0’s）のいずれか）を有する場合、高
ＰＡＰＲを有し得る。つまり、高ＰＡＰＲは、無線フレームの１つまたは複数のフィール
ド（例えば、ＨＥ信号フィールド内の領域またはフィールド）における大きな数の同じ値
を有する連続ビットの送信、または無線フレームの１つまたは複数のフィールドに使用さ
れる変調符号化方式（ＭＣＳ）に関連付けられ得る。
【００６２】
　[0066]　いくつかの事例において、ランダムビット（random bit）は、（例えば、シン
ボルパディングのため使用されるゼロのシーケンスに起因して）ゼロビットまたは１ビッ
トの支配的なシンボル（dominant symbols）を分解する（resolve）ために使用され得る
。つまり、全て１のまたは全てゼロの連続シーケンスがパディングのために避けられ得る
ように、ランダムビットは、パディングビットとして使用され得る。ランダムパディング
ビット（random padding bit）は、パディングを用いるシンボルにおいて、ＰＡＰＲを減
らし得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）および／またはＨＥ信号
Ｂ（ＳＩＧ－Ｂ）のいくつかのフィールドにおけるビットは、ＰＡＰＲ状態を改善するた
めに反転され得る。つまり、高ＰＡＰＲに対してより責任があり得るフィールド（例えば
、ＳＴＡ　ＭＣＳ毎の、ＲＵをブロードキャストするための局識別（ＳＴＡＩＤ）、等）
のインパクト（impact）は、フィールドにおけるビットが反転されている場合、低減され
得る。
【００６３】
　[0067]　いくつかの事例において、処理がよりランダムにビットの値を作り得るので、
ビットスクランブリングは、高ＰＡＰＲにさほどなりにくい傾向がある（less prone to
）ＨＥ　ＳＩＧ－Ａおよび／またはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂをもたらし得る。ビットは、所定の
シード（例えば、ＷｉＦｉスクランブラ）または疑似乱数のシードを用いたスクランブラ
（例えば、ＰＡＰＲを低減するスクランブリングコード）を使用して、スクランブルされ
得る。異なるＰＡＰＲを低減するスクランブリングコードは、ＳＩＧ－Ａおよび／または
ＳＩＧ－Ｂの異なるＭＣＳに、使用され得る。いくつかの事例において、スクランブリン
グの方法は、上記で説明されるランダムパディング方法に加えて、使用され得る。いくつ
かの事例において、位相回転は、高ＰＡＰＲの状況（scenarios）を軽減し（mitigate）
得る。つまり、直交振幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後のトーン（例えば、データトーン
）上の位相回転は、ＰＡＰＲを減らし得る。
【００６４】
　[0068]　上記で紹介された本開示の態様は、ワイヤレス通信システムのコンテキストに
おいて、本明細書において説明される。ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減のた
めの例となる処理フローが、次に、説明される。本開示の態様は、本出願の名称に関連す
る装置図、システム図、およびフローチャートによってさらに例示され、それらを参照し
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てさらに説明される。
【００６５】
　[0069]　図１は、本開示の様々な態様に従って、構成される（Ｗｉ－Ｆｉネットワーク
としてまた知られる）ワイヤレスローカルエリアネットワーク（ＷＬＡＮ）１００を例示
する。ＷＬＡＮ１００は、ＡＰ１０５、および複数の関連するＳＴＡ１１５を含み得、そ
れらは、移動局、携帯情報端末（ＰＤＡ）、他のハンドヘルドデバイス、ネットブック、
ノートブックコンピュータ、タブレットコンピュータ、ラップトップ、ディスプレイデバ
イス（例えば、ＴＶ、コンピュータモニタ、等）、プリンタ、等のような、デバイスを表
し得る。ＡＰ１０５および関連するＳＴＡ１１５は、ＢＳＳまたはＥＳＳを表し得る。ネ
ットワークにおける様々なＳＴＡ１１５は、ＡＰ１０５を通じて互いに通信することが可
能である。ＡＰ１０５のカバレッジエリア１１０もまた、示され、それは、ＷＬＡＮ１０
０のＢＳＡを表し得る。ＷＬＡＮ１００に関連付けられた拡張ネットワーク局（図示せず
）は、複数のＡＰ１０５がＥＳＳにおいて接続されることを可能にし得る有線のまたはワ
イヤレスの分散システムに接続され得る。
【００６６】
　[0070]　図１には示されていないが、ＳＴＡ１１５は、１つよりも多くのカバレッジエ
リア１１０の交差部において位置付けられ得、１つよりも多くのＡＰ１０５と関連付けら
れ得る。単一のＡＰ１０５およびＳＴＡ１１５の関連するセットは、ＢＳＳとも呼ばれ得
る。ＥＳＳは、接続されたＢＳＳのセットである。分散システム（図示せず）は、ＥＳＳ
においてＡＰ１０５を接続するために使用され得る。いくつかの事例において、ＡＰ１０
５のカバレッジエリア１１０は、複数のセクタに分割され得る（これもまた図示せず）。
ＷＬＡＮ１００は、（例えば、大都市圏、家庭内ネットワークなどの）異なるタイプのＡ
Ｐ１０５を、可変のおよび重複するカバレッジエリア１１０と共に、含み得る。２つのＳ
ＴＡ１１５はまた、両方のＳＴＡ１１５が同じカバレッジエリア１１０にあるかどうかに
関わらず、ダイレクトワイヤレスリンク１２５を介して直接的に通信し得る。ダイレクト
ワイヤレスリンク１２０の例は、Ｗｉ－Ｆｉダイレクト接続、Ｗｉ－Ｆｉトンネルドダイ
レクトリンクセットアップ（ＴＤＬＳ：Tunneled Direct Link Setup）、および他のグル
ープ接続を含み得る。ＳＴＡ１１５およびＡＰ１０５は、ＩＥＥＥ８０２．１１、および
８０２．１１ｂ、８０２．１１ｇ、８０２．１１ａ、８０２．１１ｎ、８０２．１１ａｃ
、８０２．１１ａｄ、８０２．１１ａｈ、等を含むが、それらに限定されないバージョン
からの物理およびＭＡＣレイヤに関するＷＬＡＮ無線およびベースバンドプロトコルに従
って、通信し得る。他のインプリメンテーションにおいて、ピアツーピア接続またはアド
ホックネットワークは、ＷＬＡＮ１００内にインプリメントされ得る。
【００６７】
　[0071]　ＷＬＡＮにおける送信は、変調処理を使用して、ワイヤレス信号に変換させる
デジタル情報に基づき得る。変調は、周期波形（periodic waveform）（例えば、周波数
、振幅、および位相）の性質（properties）を修正（modifying）することによって、デ
ジタル信号を表現するための処理である。復調は、修正された波形をとり、デジタル信号
を生成する。変調された波形は、シンボルとして知られる時間ユニットに分割され得る。
各シンボルは、別々に変調され得る。異なる（distinct）シンボルを送信するために狭い
周波数サブキャリアを使用するワイヤレス通信システムにおいて、各シンボルの位相およ
び振幅を変動させることによって、変調が達成される（accomplished）。例えば、二相位
相変調（ＢＰＳＫ：binary phase shift keying）変調方式は、位相オフセットなし（no 
phase offset）か、または１８０°のオフセットを用いて送信される波形間を互い違いに
する（alternating）ことによって、情報を運ぶ（すなわち、各シンボルは、シングルビ
ットの情報を運ぶ）。
【００６８】
　[0072]　ＱＡＭ方式において、（同相（in-phase）コンポーネント、Ｉ、およびその直
交コンポーネント（quadrature component）、Ｑ、として知られる）２つのキャリア信号
は、９０°の位相オフセットを用いて、送信され得、各信号は、有限集合から選択された
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特定の振幅を用いて、送信され得る。振幅ビン（amplitude bin）の数は、各シンボルに
よって運ばれるビットの数を決定する。例えば、１６ＱＡＭ方式において、各キャリア信
号は、４つの振幅（例えば、－３、－１、１、３）のうちの１つを有し得、それは、１６
個の可能な組合せ（すなわち、４ビット）をもたらし得る。様々な可能な組み合わせが、
コンステレーションマップとして知られるグラフにおいて表され得、ここで、Ｉコンポー
ネントの振幅は、水平軸上で表現され、Ｑコンポーネントは、垂直軸上で表現される。変
調技法は、ＭＣＳにおいて表現され得る。いくつかの事例において、ワイヤレス送信に使
用されるＭＣＳはまた、送信のＰＡＰＲに影響を及ぼし得る。
【００６９】
　[0073]　ＳＴＡ１１５およびＡＰ１０５へのまたはそれらからの送信は、しばしば、デ
ータ送信より前に送信されるヘッダ内に制御情報を含む。ヘッダにおいて提供される情報
は、後続のデータを復号するために、デバイスによって使用される。ＨＥ　ＷＬＡＮプリ
アンブルは、シングルユーザ同時通信（例えば、シングルユーザ直交周波数分割多元接続
（ＳＵ－ＯＦＤＭＡ））および／またはＭＵ－ＭＩＭＯ送信（例えば、多入力多出力ＭＵ
－ＭＩＭＯ）のために、ＳＴＡ１１５などの、複数のデバイスをスケジューリングするた
めに使用されることができる。１つの例において、ＨＥ　ＷＬＡＮシグナリングフィール
ドは、複数の受信ＳＴＡ１１５にリソース割振パターンをシグナリングするために使用さ
れる。
【００７０】
　[0074]　ＨＥ　ＷＬＡＮシグナリングフィールドは、複数のＳＴＡ１１５によって、復
号可能である共通ユーザフィールドを含み得、共通ユーザフィールドは、リソース割振フ
ィールドを含む。リソース割振フィールドは、複数のＳＴＡ１１５へのリソースユニット
分配（resource unit distribution）を示し、リソースユニット分配におけるどのリソー
スユニットがＭＵ－ＭＩＭＯ送信に対応するか、およびどのリソースユニットがＯＦＤＭ
Ａシングルユーザ送信に対応するかを示す。ＨＥ　ＷＬＡＮシグナリングフィールドはま
た、共通ユーザフィールドの後で、ある特定のＳＴＡ１１５に割り当てられた専用ユーザ
フィールドを含む。専用ユーザフィールドが生成される順序は、割振リソースユニットに
対応して生成される（例えば、第１の専用ユーザフィールドは、第１の割り振られたリソ
ーユニットに対応する）。ＨＥ　ＷＬＡＮシグナリングフィールドは、複数のＳＴＡ１１
５にＷＬＡＮプリアンブルを用いて送信される。
【００７１】
　[0075]　ＨＥ　ＳＩＧ－Ａおよび／またはＨＥ－ＳＩＧ－Ｂフィールドは、ペイロード
、ＭＣＳを特定するための情報、符号化情報、空間多重化情報、または無線フレーム（例
えば、ＷＬＡＮフレーム）において送られるデータを復号するために受信機によって使用
され得る他の情報を復号するための、レート情報を含む、様々な制御情報を含み得る。Ｈ
Ｅ　ＳＩＧ－Ｂフィールドはまた、送信を受信するようにスケジューリングされる各ＳＴ
Ａ１１５が、データのどの部分を復号するか（例えば、どのリソースユニット（ＲＵ）ま
たはＲＵがその特定のＳＴＡ１１５によって復号されることが意図されるか）に関する情
報を有するようにリソース割振情報を含み得る。いくつかの事例において、ＨＥ　ＳＩＧ
－Ａは、ＳＩＧ－Ａフィールドを言及し得、ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂは、ＳＩＧ－Ｂフィールド
を言及し得、逆の場合も同様である。さらに、無線フレームは、ＨＥフィールドおよび非
ＨＥフィールドの両方を含み得る。つまり、無線フレームは、様々な他のＨＥおよび非Ｈ
Ｅフィールドに加えて、ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂおよび非ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールド（例えば
、ＳＩＧ－Ｂフィールド）の両方を含み得る。
【００７２】
　[0076]　ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂは、様々な数のシンボルを包含し（contain）得る。さらに
、パディングビットは、ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールドが整数の数の（an integer number 
of）シンボルを有することを確かにするために、使用され得る。パディングビットは、Ｓ
ＩＧ－Ｂおよび／またはＳＩＧ－Ａにおいてユーザ固有の情報の後に、追加され得る。Ｓ
ＩＧ－Ｂおよび／またはＳＩＧ－Ａフレームは、より大きなＰＡＰＲになる傾向があり得
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る。大きいＰＡＰＲを有するＨＥ　ＳＩＧ－Ｂの状況は、ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂにおいて全て
ゼロビットのパディング（例えば、パディングビットのために使用される大きな数の連続
する１またはゼロに起因する最後のシンボル上の高ＰＡＰＲ）、ＳＩＧ－Ｂの内容におい
ていくつかのゼロまたは１を有する１つの直交周波数分割多重（ＯＦＤＭ）シンボル、Ｓ
ＩＧ－Ｂの中央において多くのゼロをもたらすブロードキャストＲＵ、等、を含み得る。
つまり、高ＰＡＰＲは、情報ビットを包含するシンボルが大きな数のゼロビットまたは大
きな数の１ビットから成るとき、存在し得る。高ＰＡＰＲはまた、同様のビットパターン
が存在する状況（例えば、同様のアソシエーション識別（ＡＩＤ：association identifi
cation）を有するＳＴＡ１１５に向けられたマルチユーザフィールド内の順次ＳＴＡＩＤ
フィールド）において発生し得る（arise in）。いくつかの事例において、同じ課題は、
ＨＥ　ＳＩＧ－Ａに伴って（with）起こり得る。
【００７３】
　[0077]　ＳＩＧ－Ｂおよび／またはＳＩＧ－Ａのある特定のフィールドおよび／または
ビットは、ＰＡＰＲに増加されたインパクトを及ぼし得る。つまり、ある特定のフィール
ドは、高ＰＡＰＲを引き起こし得る繰り返された情報ビットと関連付けられ得る。いくつ
かの空間―時間ストリームのフィールド、符号化フィールド（例えば、ビット）、ビーム
フォーミングフィールド、ＭＣＳフィールド、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）フィール
ド、等、は、複数のＳＴＡの中で同様の構成を有し得る。例えば、事業の展開において、
リンクの質（link quality）が管理され、それ故、ＭＣＳの範囲が制限される（例えば、
ＳＴＡの中で同様の値）。さらに、ＳＴＡＩＤは、連続して割り当てられ、ＳＴＡＩＤ間
に、小さい相違（例えば、少数のビット）のみをもたらし得る。本明細書においてそのよ
うに説明されるように、高ＰＡＰＲ状態は、同じバイナリ値の連続ビットを有するフィー
ルドを伴うＨＥ送信を、先を見越して（proactively）制限することによって、軽減され
得る。
【００７４】
　[0078]　図２は、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減をサポートするＷＬＡＮ
２００（また、Ｗｉ－Ｆｉネットワークとして知られる）の例を例示する。ＷＬＡＮ２０
０は、カバレッジエリア１１０－ａにおいて、ＡＰ１０５－ａおよびＳＴＡ１１５－ａを
含み得、連続ビット領域（consecutive bit region）２１０を包含する送信２０５を例示
し得る。いくつかの事例において、ＷＬＡＮ２００は、図１を参照して説明されるＳＴＡ
１１５またはＡＰ１０５によって行われる技法の態様を表し得る。ＷＬＡＮ２００は、（
すなわち、連続ビット領域２１０において同じ値を有する連続ビットの数によって引き起
こされる）高ＰＡＰＲを有し得るワイヤレス通信システムの例を表し得る。
【００７５】
　[0079]　例として、連続ビット領域２１０は、ＨＥまたは非ＨＥ通信、あるいは両方を
サポートするフィールドを含む無線フレームの一部分であり得る―例えば、領域２１０は
、ワイヤレス通信規格の様々なバージョンに従って構成された信号またはデータフィール
ドを含み得る。領域２１０は、ＨＥ信号フィールド２１５のような、非ＨＥプリアンブル
、ＨＥ信号フィールド、およびＨＥデータフィールドを含み得る。ＨＥ信号フィールド２
１５は、ＨＥ　ＳＩＧ－Ａフィールドおよび／またはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールドを含み
得る。図２の例に従って、ＨＥ信号フィールド２１５は、テールフィールド、ＳＴＡＩＤ
フィールド、ＭＣＳフィールド、および同類のもののような様々なフィールドを含み得る
。代替的に、ＨＥ信号フィールド２１５は、他のフィールドまたは異なる例におけるフィ
ールドの組合せを含み得る。ＨＥ信号フィールド２１５はまた、いくつかの事例において
、パディングビットを含み得る。領域２１０は、いくつかの事例において、パディングビ
ットを含み得る。ＨＥ信号フィールド２１５のフィールドまたはパディングビット、ある
いは両方を含む、領域２１０の様々なフィールドは、高ＰＡＰＲ状態を引き起こし（give
 rise）得る同じ値（すなわち、ゼロまたは１）を有する連続ビットを有し得る。
【００７６】
　[0080]　いくつかの事例において、ランダムビットは、インパクト連続ゼロビットまた
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は１ビットのフィールド（例えば、連続ビット領域２１０）を軽減するために使用され得
る。例えば、全ての１または全てのゼロのいずれもパディングのために使用されないよう
に、ランダムビットは、パディングビットのために使用され得る。ランダムパディングビ
ットは、パディングを用いるシンボルにおいて、ＰＡＰＲを減らし得る。パディングビッ
トは、有用な情報を運ばない可能性があるので、ＳＩＧ－Ｂおよび／またはＳＩＧ－Ａは
、パディングビットを捨てた後に解釈され得、改善されたＰＡＰＲ状態に起因する成功の
増加を伴って（例えば、ＳＴＡ１１５－ａによって）解釈される。
【００７７】
　[0081]　ＳＩＧ－Ａおよび／またはＳＩＧ－Ｂのいくつかのフィールドにおけるビット
は、ＰＡＰＲ状態を改善するために、反転され得る。高ＰＡＰＲ（例えば、ＳＴＡ　ＭＣ
Ｓ毎の、ＲＵをブロードキャストするためのＳＴＡＩＤ、等）に対してより責任があるフ
ィールドのインパクトは、フィールドにおけるビットが反転されている場合、軽減され得
る。例えば、ゼロのバイナリ値を有するビットは、１のバイナリ値を有するように反転さ
れ得、その上、反転されたビットは、あたかもそれらが反転されていないかのように、同
じ情報を運ぶために解釈され得る。
【００７８】
　[0082]　スクランブリングビット（例えば、情報ビット）は、処理がよりランダムにビ
ットの値を作り得るので、高ＰＡＰＲにさほどなりにくいＳＩＧ－Ａおよび／またはＳＩ
Ｇ－Ｂをもたらし得る。いくつかのフィールド（例えば、ＨＥ信号フィールド２１５）の
ビットは、スクランブラ（例えば、ＰＡＰＲを低減するスクランブリングコード）を使用
して、所定のシード（例えば、ＷｉＦｉスクランブラ）または非ゼロの疑似乱数のシード
を用いて、スクランブルされ得る。未知のまたは疑似乱数のシードは、追加のビットを用
いてシグナリングされ得る一方で、固定シード（a fixed seed）は、追加のシードシグナ
リング（additional seed signaling）を使用しない可能性がある。一例として、ＰＡＰ
Ｒを低減するスクランブリングコードおよびＳＩＧ－Ａ　およびまたはＳＩＧ－Ｂのビッ
ト上で、排他的論理和（ＸＯＲ：exclusive or）ゲート（例えば、ＸＯＲファンクション
）が使用され得る。ＰＡＰＲを低減するスクランブリングコードサーチは、ＳＩＧ－Ａお
よび／またはＳＩＧ－Ｂフィールドの内容および順序が終了させられる（finalized）前
に行われ得る。異なるＰＡＰＲを低減するスクランブリングコードは、ＳＩＧ－Ａおよび
／またはＳＩＧ－Ｂの異なるＭＣＳに、使用され得る。いくつかの事例において、スクラ
ンブリング方法は、上記で説明されたランダムパディング方法に加えて、使用され得る。
例えば、固定シードを有するＩＥＥＥ８０２．１１ａスクランブラ（scrambler）が、ラ
ンダムパディングビットに加えて、使用され得る。
【００７９】
　[0083]　追加または代替として、位相回転は、高ＰＡＰＲを軽減するために使用され得
る。つまり、変調（例えば、ＱＡＭマッピング）の後のトーン（例えば、データトーン）
上の位相回転は、ＰＡＰＲを減らし得る。例えば、ＳＩＧ－Ａおよび／またはＳＩＧ－Ｂ
における各チャネル（例えば、２０ＭＨｚのチャネルまたは５６個のトーン）は、セグメ
ントに分割され得る。この例において、位相回転は、各２０ＭＨｚのチャネルセグメント
上に（例えば、５６個のトーン上に）適用され得る。つまり、各２０ＭＨｚ　ＨＥ　ＳＩ
Ｇ－Ａおよび／またはＳＩＧ－Ｂ周波数セグメントは、５６個の使用可能なトーンを有し
得、それらのうちの５２個は、データトーンである。ＳＩＧフィールドに関する２０ＭＨ
ｚのチャネルにおけるｋ番目のデータトーンごとに、位相回転パターンは、以下のように
定義され得る。
【００８０】
【数１】

【００８１】
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　[0084]　セグメンテーション（segmentation）の様々な組合せおよび位相回転の適用は
、５６個のトーン上に異なる結果を生み出し得る。例えば、一解決策は、４つのセグメン
トを使用すること、およびＰＡＰＲの低減のためにＩＥＥＥ８０２．１１ａｃ　８０ＭＨ
ｚのような位相回転（例えば、［１　－１　－１　－１]）を適用することを含み得る。
異なるＨＥ　ＳＩＧ－Ｂチャネル１およびチャネル２に関して、位相回転は、想定され得
（例えば、レガシ２０ＭＨｚの位相回転）、それ故、ＨＥ　ＳＩＧ－Ｂチャネル間での同
様のビットは、ＰＡＰＲの課題を作り出さない可能性がある。いくつかの事例において、
ＱＡＭマッピングの後の位相回転は、（例えば、ＤＣＭおよびＭＣＳ０に関して、（式１
におけるような）同じ回転がＤＣＭ　ＢＰＳＫビットマッピングにおいて適用されるので
）スキップされることができる。いくつかの事例において、位相回転は、ＤＣＭインジケ
ーションに関わらず、ＳＩＧ－Ａおよび／またはＳＩＧ－Ｂ上で適用され得る。
【００８２】
　[0085]　いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド（例えば、ＨＥ　ＳＩＧ－Ａフ
ィールド）のある特定のビットは、所定のＰＡＰＲの低減構成に従って、設定され得る。
つまり、信号フィールドの少なくとも一部分は、選択的にエンコードされ得る。例えば、
シングルユーザ物理レイヤ収束プロトコル（ＰＬＣＰ：single user physical layer con
vergence protocol）プロトコルデータユニット（ＰＰＤＵ）の事例において、リザーブ
されたビットは、１に設定され得、ＵＬ／ＤＬフィールドは、ＤＬに関して０に、および
ＵＬに関して１に設定され得、ファイルされたフォーマットは、シングルユーザパケット
が示される場合、１に設定され得、およびシングルユーザＰＰＤＵが使用される場合、０
に設定され得、ＢＳＳ色フィールドは、全て複数の１に設定され得、空間再使用フィール
ドは、デフォルトの非再使用（non-reuse）の事例に関して非ゼロ値に設定され得、符号
化フィールドは、ブラインド畳み込み符号化（ＢＣＣ：blind convolutional coding）に
関して、０１に、低密度パリティ符号化（ＬＤＰＣ：low-density parity coding）に関
して、１０または１１に設定され得る。このタイプのエンコーディングの例は、以下に表
１において示される。
【００８３】
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【００８４】
　[0086]　マルチユーザのＰＰＤＵの事例において、リザーブされたビットは、１に設定
され得、ＵＬ／ＤＬフィールドは、ＤＬに関して０に、およびＵＬに関して１に設定され
得、空間再使用フィールドは、デフォルトの非再使用（non-reuse）の事例に関して非ゼ
ロ値に設定され得、およびＳＩＧＢ　ＭＣＳフィールドは、ＭＣＳに基づいて設定され得
る。このタイプのエンコーディングの例は、以下の表２において示される。
【００８５】
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【００８６】
　[0087]　トリガベースのＰＰＤＵの事例において、リザーブされたビットは、１に設定
され得、フォーマットフィールドは、０に設定され得、および空間再使用フィールドは、
デフォルトの非再使用の事例に関して非ゼロ値に設定され得る。このタイプのエンコーデ
ィングの例は、以下の表３において示される。
【００８７】
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【表３】

【００８８】
　[0088]　図３は、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減に関する処理フロー３０
０の例を例示する。いくつかの事例において、処理フロー３００は、図１を参照して説明
されるＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５によって行われる技法の態様を表し得る。処理フロ
ー３００は、ランダムビットが、ＰＡＰＲを減らすためのシンボルパディングのために使
用される例を描く。ＳＴＡ１１５がアップリンク送信においてＰＡＰＲを軽減するために
動作を行う例が例示されるが、ＡＰ１０５または別のワイヤレスデバイスはまた、ダウン
リングまたはデバイスツーデバイス（Ｄ２Ｄ）送信を行う際に、これらの技法を利用し得
る。
【００８９】
　[0089]　３０５において、ＳＴＡ１０５－ｂは、無線フレーム構造を識別し得る。無線
フレーム構造は、共有無線周波数通信のためのＨＥ信号フィールド、ＨＥプリアンブル、
およびＨＥデータフィールドを含み得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド
は、ショートトレーニングフィールド（Ｌ－ＳＴＦ）、ロングトレーニングフィールド（
Ｌ－ＬＴＦ）、信号長（Ｌ－ＳＩＧ）、繰り返されたＬ－ＳＩＧ、ＨＥ　ＳＩＧ－Ａフィ
ールドまたはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールドを含み得る。
【００９０】
　[0090]　３１０において、ＳＴＡ１０５－ｂは、ＨＥ信号フィールド生成のためのＯＦ
ＤＭシンボルのパディングビットとしてランダムビットシーケンスを生成し得る。いくつ
かの事例において、パディングビットは、ＯＦＤＭシンボルの終わりにおいてパディング
のために使用される連続ビットであり得る。ランダムビットシーケンスは、フィールド内
に整数の数のシンボルをもたらす（例えば、ビットにおける）パディングの長さであり得
る。信号フィールドは、高ＰＡＰＲ状態が検出されるかどうかに関わらず、パディングビ
ットに関するランダムシーケンスを使用して、生成され得る。しかし、いくつかの事例に
おいて、信号フィールド生成は、ＰＡＰＲ状態に基づき得る。例えば、ＰＡＰＲ状態は、
無線フレーム（例えば、ＨＥ信号フィールドのＭＣＳ）の１つまたは複数のフィールドに
使用される識別されたＭＣＳ、または無線フレームのフィールドにおける同じ値を有する
複数の連続ビット（a number of consecutive bits with the same value）に基づき得る
。
【００９１】
　[0091]　３１５において、ＳＴＡ１０５－ｄは、送信のために信号（例えば、無線フレ
ームの内容）を変調し得る。３２０において、ＳＴＡ１０５－ｂは、共有無線周波数スペ
クトルバンドにおいて、無線フレームを送信し得る。無線フレームは、パディングビット
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としてのランダムビットシーケンスを有するＨＥ信号フィールドを含み得る。ＡＰ１０５
－ｂは、それ故、無線フレームを受信し得る。ＡＰ１０５－ｂは、次いで、ＨＥ信号フィ
ールドにおけるＯＦＤＭシンボルのパディングビットとして使用されるランダムビットシ
ーケンスを識別し得、パディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識
別することに基づいて、ＨＥ信号フィールドを解釈し得る。
【００９２】
　[0092]　図４は、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減に関する処理フロー４０
０の例を例示する。いくつかの事例において、処理フロー４００は、図１を参照して説明
されるＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５によって行われる技法の態様を表し得る。処理フロ
ー４００は、無線フレーム内の領域のビットがＰＡＰＲを減らすために反転されている例
を描く。ＳＴＡ１１５がアップリンク送信においてＰＡＰＲを軽減するために動作を行う
例が例示されるが、ＡＰ１０５または別のワイヤレスデバイスはまた、ダウンリングまた
はＤ２Ｄ送信を行う際に、これらの技法を利用し得る。
【００９３】
　[0093]　４０５において、ＳＴＡ１０５－ｃは、無線フレーム構造を識別し得る。無線
フレーム構造は、共有無線周波数通信のためのＨＥ信号フィールド、ＨＥプリアンブル、
およびＨＥデータフィールドを含み得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド
は、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＬＴＦ、Ｌ－ＳＩＧ、繰り返されたＬ－ＳＩＧ、ＨＥ　ＳＩＧ－Ａ
フィールドまたはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールドを含み得る。
【００９４】
　[0094]　４１０において、ＳＴＡ１０５－ｃは、ＨＥ信号フィールドにおけるビットの
バイナリ値を反転し得る。例えば、ＨＥ信号フィールドにおけるビットのバイナリ値を反
転することは、ゼロのバイナリ値を１に設定することおよび１のバイナリ値をゼロに設定
することを含み得る。いくつかの事例において、反転されているビットは、連続ビットで
あり得る。ＳＴＡＩＤ、ＭＣＳフィールド、等は、ビットを反転させ得るＨＥ信号フィー
ルド内の領域の例である。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド内のビットの反
転は、ＰＡＰＲ状態に基づき得る。ＰＡＰＲ状態は、無線フレーム（例えば、ＨＥ信号フ
ィールドのＭＣＳ）の１つまたは複数のフィールドに使用される識別されたＭＣＳ、また
は無線フレームのフィールドにおける同じ値を有する複数の連続ビットに基づき得る。
【００９５】
　[0095]　４１５において、ＳＴＡ１０５－ｄは、送信のために信号（例えば、無線フレ
ームの内容）を変調し得る。４２０において、ＳＴＡ１０５－ｂは、共有無線周波数スペ
クトルバンドにおいて、無線フレームを送信し得る。無線フレームは、反転されていたビ
ットを含む領域を包含するＨＥ信号フィールドを含み得る。ＡＰ１０５－ｃは、それ故、
ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレームを受信し得る。ＡＰ
１０５－ｃは、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおける各ビットのバイナリ値が意
図された値から反転されていることを決定し得、意図された値に従って、ＨＥ信号フィー
ルドを解釈し得る。
【００９６】
　[0096]　図５は、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減に関する処理フロー５０
０の例を例示する。いくつかの事例において、処理フロー５００は、図１を参照して説明
されるＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５によって行われる技法の態様を表し得る。処理フロ
ー５００は、無線フレーム内の領域のビットがＰＡＰＲを減らすためにスクランブルされ
る例を描く。ＳＴＡ１１５がアップリンク送信においてＰＡＰＲを軽減するために動作を
行う例が例示されるが、ＡＰ１０５または別のワイヤレスデバイスはまた、ダウンリング
またはＤ２Ｄ送信を行う際に、これらの技法を利用し得る。
【００９７】
　[0097]　５０５において、ＳＴＡ１０５－ｄは、無線フレーム構造を識別し得る。無線
フレーム構造は、共有無線周波数通信のためのＨＥ信号フィールド、ＨＥプリアンブル、
およびＨＥデータフィールドを含み得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド
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は、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＬＴＦ、Ｌ－ＳＩＧ、繰り返されたＬ－ＳＩＧ、ＨＥ　ＳＩＧ－Ａ
フィールドまたはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールドを含み得る。
【００９８】
　[0098]　５１０において、ＳＴＡ１０５－ｄは、ＨＥ信号フィールドにおいて１つまた
は複数のビットをスクランブルし得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールドビ
ットのスクランブリング（例えば、選択されたスクランブリングコード）は、ＰＡＰＲ状
態に基づき得る。ＰＡＰＲ状態は、無線フレーム（例えば、ＨＥ信号フィールドのＭＣＳ
）の１つまたは複数のフィールドに使用される識別されたＭＣＳ、または無線フレームの
フィールドにおける同じ値を有する複数の連続ビットに基づき得る。例えば、ＸＯＲファ
ンクションは、選択されたスクランブリングコードおよびＨＥ信号フィールド内のビット
の領域に適用され得る。いくつかの事例において、スクランブラは、所定のまたは疑似乱
数の非ゼロシードを有し得る。シグナリングは、疑似乱数のシードを示し得る。
【００９９】
　[0099]　５１５において、ＳＴＡ１０５－ｄは、送信のために信号（例えば、無線フレ
ームの内容）を変調し得る。ステップ５２０において、ＳＴＡ１０５－ｄは、スクランブ
ルされたビットを含む領域を包含するＨＥ信号フィールドを含む無線フレームを送信し得
る。ＡＰ１０５－ｄは、無線フレームを受信し得る。ＡＰ１０５－ｄは、次いで、ＨＥ信
号フィールドのビットのセットがスクランブルされていることを決定して、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットがスクランブルされているという決定に基づいて、ＨＥ信号フィ
ールドを解釈し得る。
【０１００】
　[0100]　図６は、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減に関する処理フロー６０
０の例を例示する。いくつかの事例において、処理フロー６００は、図１を参照して説明
されるＳＴＡ１１５またはＡＰ１０５によって行われる技法の態様を表し得る。処理フロ
ー６００は、ＰＡＰＲを減らすために、位相回転が無線フレーム内の領域のシンボルに適
用される例を描く。ＳＴＡ１１５がアップリンク送信においてＰＡＰＲを軽減するために
動作を行う例が例示されるが、ＡＰ１０５または別のワイヤレスデバイスはまた、ダウン
リングまたはＤ２Ｄ送信を行う際に、これらの技法を利用し得る。
【０１０１】
　[0101]　６０５において、ＳＴＡ１０５－ｅは、無線フレーム構造を識別し得る。無線
フレーム構造は、共有無線周波数通信のためのＨＥ信号フィールド、ＨＥプリアンブル、
およびＨＥデータフィールドを含み得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド
は、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ－ＬＴＦ、Ｌ－ＳＩＧ、繰り返されたＬ－ＳＩＧ、ＨＥ　ＳＩＧ－Ａ
フィールドまたはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィールドを含み得る。ステップ６１０において、Ａ
Ｐ１０５－ｅは、送信のために信号（例えば、無線フレームの内容）を変調し得る。
【０１０２】
　[0102]　６１５において、ＳＴＡ１０５－ｅは、位相回転をＨＥ信号フィールドのシン
ボルのセットに適用し得る。例えば、位相回転は、ＱＡＭマッピングの後に、ＨＥ信号フ
ィールドのシンボルのセットに適用され得る。さらに、位相回転は、共有周波数スペクト
ルバンドにおける複数の周波数領域に適用され得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号
フィールドシンボルの位相回転は、ＰＡＰＲ状態に基づき得る。ＰＡＰＲ状態は、無線フ
レーム（例えば、ＨＥ信号フィールドのＭＣＳ）の１つまたは複数のフィールドに使用さ
れるＭＣＳ、または無線フレームのフィールドにおける同じ値を有する複数の連続ビット
に基づき得る。
【０１０３】
　[0103]　６２０において、ＳＴＡ１０５－ｅは、スクランブルされたビットを含む領域
を包含するＨＥ信号フィールドを含む無線フレームを送信し得る。ＡＰ１０５－ｅは、無
線フレームを受信し得る。ＡＰ１０５－ｅは、次いで、無線フレームのＨＥ信号フィール
ドのシンボルのセットの位相回転を決定して、決定された位相回転に少なくとも部分的に
基づいて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットを復調し得る。



(25) JP 6608547 B2 2019.11.20

10

20

30

40

50

【０１０４】
　[0104]　図７は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲ
の低減をサポートするデバイス７０５のブロック図７００を示す。デバイス７０５は、図
１および２を参照して説明される、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５の態様の例であり得る
。ワイヤレスデバイス７０５は、受信機７１０、通信マネージャ（communication manage
r）７１５、および送信機７２０を含み得る。デバイス７０５はまた、プロセッサを含み
得る。これらのコンポーネントの各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）互
いに通信状態にあり得る。
【０１０５】
　[0105]　受信機７１０は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネ
ル、およびＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減に関連する情報、等）に関連付け
られた制御情報、ユーザデータ、またはパケットなどの情報を受信し得る。情報は、デバ
イスの他のコンポーネントに伝えられ（passed on）得る。受信機７１０は、図１０を参
照して説明されるトランシーバ１０４０の態様の例であり得る。
【０１０６】
　[0106]　受信機７１０は、ＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線
フレームを（例えば、共有無線周波数スペクトルバンドにおいて）受信し得、識別された
位相回転に基づいて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットを復調し得る。
【０１０７】
　[0107]　通信マネージャ７１５は、共有無線周波数スペクトルバンドにおいて通信する
ためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム構造を識別し
得る。通信マネージャ７１５は、ＯＦＤＭシンボルに関するパディングビットとしてラン
ダムビットシーケンスを使用してＨＥ信号フィールドを生成し得、ＨＥ信号フィールドの
ビットのセットにおいて各ビットのバイナリ値を反転し得、ＨＥ信号フィールドのビット
のセットをスクランブルし得、および／または位相回転をＨＥ信号フィールドのシンボル
のセットに適用し得る。
【０１０８】
　[0108]　通信マネージャ７１５はまた、ＨＥ信号フィールドにおけるＯＦＤＭシンボル
のパディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別して、パディング
ビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別することに基づいて、ＨＥ信号
フィールドを解釈すること、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおける各ビットのバ
イナリ値が意図された値から反転されていることを決定して、意図された値に従って、Ｈ
Ｅ信号フィールドを解釈すること、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスクランブル
されていることを決定して、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスクランブルされて
いるという決定に基づいて、ＨＥ信号フィールドを解釈すること、または無線フレームの
ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットの位相回転を決定することを行い得る。通信マネ
ージャ７１５は、図１０を参照して説明される通信マネージャ１０１５の態様の例であり
得る。
【０１０９】
　[0109]　送信機７２０は、デバイスの他のコンポーネントによって生成された信号を送
信し得る。いくつかの例において、送信機７２０は、送信機モジュールにおいて受信機７
１０と共に配置され（collocated with）得る。例えば、送信機７２０は、図１０を参照
して説明されるトランシーバ１０４０の態様の例であり得る。送信機７２０は、単一のア
ンテナを含み得るか、または、それは、アンテナのセットを含み得る。
【０１１０】
　[0110]　送信機７２０は、パディングビットとしてランダムビットシーケンスを含むＨ
Ｅ信号フィールドを有する無線フレーム、反転されたバイナリ値を有するビットのセット
において各ビットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレーム、ＨＥ信号フィールド
のビットのスクランブルされたセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレーム、
または位相回転を有するシンボルのセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレー
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ムを（例えば、共有無線周波数スペクトルバンドにおいて）送信し得る。
【０１１１】
　[0111]　図８は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲ
の低減をサポートするデバイス８０５のブロック図８００を示す。デバイス８０５は、図
１、２および７を参照して説明される、デバイス７０５またはＡＰ１０５またはＳＴＡ１
１５の態様の例であり得る。ワイヤレスデバイス８０５は、受信機８１０、通信マネージ
ャ８１５、送信機８２０を含み得る。デバイス８０５はまた、プロセッサを含み得る。こ
れらのコンポーネントの各々は、（例えば、１つまたは複数のバスを介して）互いに通信
状態にあり得る。
【０１１２】
　[0112]　受信機８１０は、様々な情報チャネル（例えば、制御チャネル、データチャネ
ル、およびＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減に関連する情報、等）に関連付け
られた制御情報、ユーザデータ、またはパケットなどの情報を受信し得る。情報は、デバ
イスの他のコンポーネントに伝えられ得る。受信機８１０は、図１０を参照して説明され
るトランシーバ１０４０の態様の例であり得る。
【０１１３】
　[0113]　通信マネージャ８１５はまた、フレーム構造コンポーネント（frame structur
e component）８２５、ランダムシーケンスコンポーネント（random sequence component
）８３０、ビット反転コンポーネント（bit reversing component）８３５、スクランブ
リングコンポーネント（scrambling component）８４０、位相回転コンポーネント（phas
e rotation component）８４５、およびフィールド解釈コンポーネント（field interpre
tation component）８５０を含み得る。通信マネージャ８１５は、図１０を参照して説明
される通信マネージャ１０１５の態様の例であり得る。
【０１１４】
　[0114]　フレーム構造コンポーネント８２５は、共有無線周波数スペクトルバンドにお
いて通信するためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム
構造を識別し得る。いくつかの事例において、無線フレームは、ＨＥシグナリングフィー
ルド、ＨＥプリアンブル、またはＨＥデータフィールド、のうちの少なくとも１つを含む
。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールドは、ＨＥプリアンブル、Ｌ－ＳＴＦ、Ｌ
－ＬＴＦ、Ｌ－ＳＩＧ、繰り返されたＬ－ＳＩＧ、ＨＥ　ＳＩＧ－ＡフィールドまたはＨ
Ｅ　ＳＩＧ－Ｂフィールドの少なくとも１つを含む。いくつかの事例において、ＨＥ信号
フィールドは、共通フィールド、ユーザ固有フィールド、ダウンリンク／アップリンク（
ＤＬ／ＵＬ）ビット、フォーマットビット、ベーシックサービスセット（ＢＳＳ）色フィ
ールド、空間再使用フィールド、送信機会（ＴｘＯＰ）フィールド、帯域幅フィールド、
ＭＣＳフィールド、サイクリック・プリフィックス（ＣＰ）およびロングトレーニングフ
ィールド（ＬＴＦ）サイズフィールド、符号化フィールド、いくつかの空間―時間ストリ
ームのフィールド、空間―時間ブロック符号化（ＳＴＢＣ）フィールド、送信ビームフォ
ーミング（ＴｘＢＦ）フィールド、ＤＣＭフィールド、パケット拡張フィールド、ビーム
変更フィールド、ドップラーフィールド、ＣＲＣフィールド、テールフィールド、ＳＩＧ
－Ｂ　ＭＣＳフィールド、ＳＩＧ－Ｂ　ＤＣＭフィールド、シンボルフィールドのＳＩＧ
－Ｂ番号、ＳＩＧ－Ｂ圧縮モードフィールド、いくつかのＨＥ－ＬＴＦシンボルのフィー
ルド、ＬＤＰＣ追加シンボル、ＳＴＡＩＤ、空間構成フィールド、テールビット、１つま
たは複数のパディングビットのうちの少なくとも１つ、あるいはそれらの任意の組合せを
含む。
【０１１５】
　[0115]　ランダムシーケンスコンポーネント８３０は、ＯＦＤＭシンボルに関するパデ
ィングビットとしてランダムビットシーケンスを使用してＨＥ信号フィールドを生成し得
、およびＨＥ信号フィールドにおけるＯＦＤＭシンボルのパディングビットとして使用さ
れるランダムビットシーケンスを識別し得る。
【０１１６】
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　[0116]　ビット反転コンポーネント８３５は、ＨＥ信号フィールドのビットのセットに
おいて各ビットのバイナリ値を反転し得、１つまたは複数のゼロを１に設定することおよ
び１つまたは複数の１をゼロに設定することを含むビットのセットにおける各ビットのバ
イナリ値を反転し得、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおける各ビットのバイナリ
値が意図された値から反転されていることを決定し得る。いくつかの事例において、ＨＥ
信号フィールドのビットのセットは、ＳＴＡＩＤを含む。いくつかの事例において、ＳＴ
ＡＩＤは、ブロードキャストＲＵを含む。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールド
のビットのセットは、ＭＣＳフィールドを含む。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットは、ＳＴＡＩＤを含む。いくつかの事例において、ＳＴＡＩＤは
、ブロードキャストＲＵを含む。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールドのビット
のセットは、ＭＣＳフィールドを含む。
【０１１７】
　[0117]　スクランブリングコンポーネント８４０は、ＨＥ信号フィールドのビットのセ
ットをスクランブルし得、ＨＥ信号フィールドのビットのセットがスクランブルされてい
ることを決定し得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールドのビットのセットを
スクランブルすることは、ＸＯＲファンクションをＨＥ信号フィールドのビットのセット
およびスクランブリングコードに適用することを含む。いくつかの事例において、ビット
のセットは、ＨＥ信号フィールドのＭＣＳに基づいて、スクランブルされる。いくつかの
事例において、ビットのセットは、所定のシードまたは疑似乱数の非ゼロのシードを使用
して、スクランブルされる。いくつかの事例において、ビットのセットは、ＰＡＰＲを減
らすために選択されたスクランブリングコードを使用してスクランブルされる。いくつか
の事例において、ＨＥ信号フィールドを解釈することは、スクランブルされたビットのス
クランブルを解くことが、スクランブルされたビット上で所定のシードまたは疑似乱数の
非ゼロのシードを用いてデスクランブラを使用することを含む、を含む。
【０１１８】
　[0118]　位相回転コンポーネント８４５は、位相回転をＨＥ信号フィールドのシンボル
のセットに適用し得、無線フレームのＨＥ信号フィールドのシンボルのセットの位相回転
を決定し得、およびＱＡＭマッピングに従って、シンボルのセットを復調する前に、ＨＥ
信号フィールドのシンボルのセットの位相回転のために調整し得る。いくつかの事例にお
いて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用される位相回転は、ＱＡＭマッピン
グの後のトーンのセット上に適用される。
【０１１９】
　[0119]　フィールド解釈コンポーネント８５０は、意図された値に従って、パディング
ビットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別することに基づいて、またはＨ
Ｅ信号フィールドのビットのセットがスクランブルされているという決定に基づいて、Ｈ
Ｅ信号フィールドを解釈し得る。いくつかの事例において、ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ
信号フィールドのＭＣＳに基づいて解釈される。
【０１２０】
　[0120]　送信機８２０は、デバイスの他のコンポーネントによって生成された信号を送
信し得る。いくつかの例において、送信機８２０は、送信機モジュールにおいて受信機８
１０と共に配置され得る。例えば、送信機８２０は、図１０を参照して説明されるトラン
シーバ１０４０の態様の例であり得る。送信機８２０は、単一のアンテナを含み得るか、
または、それは、アンテナのセットを含み得る。
【０１２１】
　[0121]　図９は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲ
の低減をサポートする通信マネージャ９１５のブロック図９００を示す。通信マネージャ
９１５は、図７、８、および１０を参照して説明される、通信マネージャ７１５、通信マ
ネージャ８１５、または通信マネージャ１０１５の態様の例であり得る。通信マネージャ
９１５は、フレーム構造コンポーネント９２５、ランダムシーケンスコンポーネント９３
０、ビット反転コンポーネント９３５、スクランブリングコンポーネント９４０、位相回
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転コンポーネント９４５、およびフィールド解釈コンポーネント９５０を含み得る。これ
らのモジュールの各々は、直接的にまたは間接的に、互いに（例えば、１つまたは複数の
バスを介して）通信し得る。
【０１２２】
　[0122]　フレーム構造コンポーネント９２５は、共有無線周波数スペクトルバンドにお
いて通信するためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレーム
構造を識別し得る。ランダムシーケンスコンポーネント９３０は、ＯＦＤＭシンボルに関
するパディングビットとしてランダムビットシーケンスを使用してＨＥ信号フィールドを
生成し得、およびＨＥ信号フィールドにおけるＯＦＤＭシンボルのパディングビットとし
て使用されるランダムビットシーケンスを識別し得る。
【０１２３】
　[0123]　ビット反転コンポーネント９３５は、ＨＥ信号フィールドのビットのセットに
おいて各ビットのバイナリ値を反転し得、１つまたは複数のゼロを１に設定することおよ
び１つまたは複数の１をゼロに設定することを含むビットのセットにおける各ビットのバ
イナリ値を反転し得、ＨＥ信号フィールドのビットのセットにおける各ビットのバイナリ
値が意図された値から反転されていることを決定し得る。スクランブリングコンポーネン
ト９４０は、ＨＥ信号フィールドのビットのセットをスクランブルし得、ＨＥ信号フィー
ルドのビットのセットがスクランブルされていることを決定し得る。
【０１２４】
　[0124]　位相回転コンポーネント９４５は、位相回転をＨＥ信号フィールドのシンボル
のセットに適用し得、無線フレームのＨＥ信号フィールドのシンボルのセットの位相回転
を決定し得、およびＱＡＭマッピングに従って、シンボルのセットを復調する前に、ＨＥ
信号フィールドのシンボルのセットの位相回転のために調整し得る。フィールド解釈コン
ポーネント９５０は、ＨＥ信号フィールドを解釈し得る。
【０１２５】
　[0125]　ＰＡＰＲコンポーネント９５５は、ＰＡＰＲ状態に基づくランダムビットシー
ケンスを使用して、ＨＥ信号フィールドが生成されるＰＡＰＲ状態を識別し得、ＨＥ信号
フィールドが同じ値を有する複数の連続ビットを含むことを決定し得、ここで、ＰＡＰＲ
状態は、しきい値を超える連続ビットの数に基づいて、識別される。ＰＡＰＲコンポーネ
ント９５５は、無線フレームに関するＭＣＳを識別し得、ここで、ＰＡＰＲ状態がＭＣＳ
に基づいて識別される、ビットのセットにおける各ビットのバイナリ値がＰＡＰＲ状態に
基づいて反転されているＰＡＰＲ状態を識別し得、ＰＡＰＲ状態を識別し得、ここで、パ
ディングビットとして使用されるランダムビットシーケンスがＰＡＰＲ状態に基づいて識
別される、ＨＥ信号フィールドにおけるＭＣＳを識別し得、ここで、ＰＡＰＲ状態がＭＣ
Ｓに基づいて識別される、およびＰＡＰＲ状態を識別し得、ここで、ＨＥ信号フィールド
のビットのセットにおける各ビットのバイナリ値が意図された値から反転されているとい
う決定は、ＰＡＰＲ状態に基づく。いくつかの事例において、同じ値を有する連続ビット
は、ＯＦＤＭシンボルのセットからのビットを含む。いくつかの事例において、ＨＥ信号
フィールドのビットのセットは、ＨＥ信号フィールドの連続ビットを含む。
【０１２６】
　[0126]　シードインジケーションコンポーネント（Seed indication component）９６
０は、疑似乱数の非ゼロのシードを示すシグナリングを受信し得、疑似乱数の非ゼロのシ
ードを示すシグナリングを送信し得る。
【０１２７】
　[0127]　周波数領域コンポーネント（Frequency region component）９６５は、共有無
線周波数スペクトルバンドにおける周波数領域のセットを識別し得、ここで、位相回転は
、セットの各周波数領域に適用される、共有無線周波数スペクトルバンドにおける周波数
領域のセットを識別し得、ここで、位相回転は、セットの各周波数領域ごとに決定される
。
【０１２８】
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　[0128]　図１０は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減をサポートするデバイス１００５を含むシステム１０００の図を示す。デバイス
１００５は、例えば、図１、２、７および８を参照して上記に示されるように、デバイス
７０５、デバイス８０５、あるいはＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５の例であり得る。
【０１２９】
　[0129]　デバイス１００５は、通信マネージャ１０１５、プロセッサ１０２５、メモリ
１０３０、ソフトウェア１０３５、トランシーバ１０４０、アンテナ１０４５、およびＭ
ＩＭＯモジュール１０５０を含む、送信および受信通信のためのコンポーネントを含む、
双方向ボイスおよびデータ通信のためのコンポーネントを含み得る。
【０１３０】
　[0130]　プロセッサ１０２５は、インテリジェントハードウェアデバイス（例えば、中
央処理ユニット（ＣＰＵ）、マイクロコントローラ、特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）
、等）を含み得る。
【０１３１】
　[0131]　メモリ１０３０は、ランダムアクセスメモリ（ＲＡＭ）および読取専用メモリ
（ＲＯＭ）を含み得る。メモリ１０３０は、実行されると、プロセッサに、本明細書に説
明された様々な機能を行わせる命令を含むコンピュータ可読、コンピュータ実行可能ソフ
トウェア１０３５を記憶し得る。いくつかの事例において、メモリ１０３０は、とりわけ
、周辺コンポーネントまたはデバイスとのやりとりのような、基本的なハードウェアおよ
び／またはソフトウェア動作を制御し得るＢＩＯＳ（Basic Input-Output system）を包
含することができる。
【０１３２】
　[0132]　ソフトウェア１０３５は、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰＲの低減をサポ
ートするためのコードを含む、本開示の態様をインプリメントするためのコードを含み得
る。ソフトウェア１０３５は、システムメモリまたは他のメモリのような、非一時的コン
ピュータ可読媒体に記憶されることができる。いくつかの事例において、ソフトウェア１
０３５は、プロセッサによって、（例えば、コンパイルおよび実行されたとき）直接的に
実行可能でない可能性があるが、コンピュータに、本明細書において説明されたファンク
ションを行わせる。
【０１３３】
　[0133]　トランシーバ１０４０は、上記で説明されるように、１つまたは複数のアンテ
ナ、ワイヤード、またはワイヤレスリンクを介して、双方向で通信し得る。例えば、トラ
ンシーバ１０４０は、ワイヤレストランシーバを表し得、別のワイヤレストランシーバと
双方向に通信し得る。トランシーバ１０４０はまた、パケットを変調して変調されたパケ
ットを送信のためにアンテナに提供するための、およびアンテナから受信したパケットを
復調するための、モデムを含み得る。
【０１３４】
　[0134]　いくつかの事例において、ワイヤレスデバイスは、単一のアンテナ１０４５を
含み得る。しかしながら、いくつかの事例において、デバイスは、１つより多くのアンテ
ナ１０４５を有し得、それは、複数のワイヤレス送信をコンカレントに送信または受信す
ることが可能である。
【０１３５】
　[0135]　ＭＩＭＯモジュール１０５０は、多入力多出力（ＭＩＭＯ：multiple-input, 
multiple-output）動作をイネーブルし得る。デバイス１００５は、例えば、多入力多出
力（ＭＩＭＯ）、または他のスキームを通して、複数のデバイスと協力し合って通信する
ように構成され得る。ＭＩＭＯ技法は、複数のデータストリームを送信するためにマルチ
パス環境を活用するために、基地局上で複数のアンテナを、またはワイヤレスデバイス上
で複数のアンテナを使用する。デバイス１００５は、例えば、ＡＰ１０５－ｆまたはＳＴ
Ａ１１５－ｆ、あるいは両方と通信し得る。
【０１３６】
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　[0136]　図１１は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１１００を例示するフローチャートを示す。方法１１００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１１００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、下記に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１３７】
　[0137]　ブロック１１０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、共有無線周波
数スペクトルバンドにおいて通信するためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレーム構造を識別し得る。ブロック１１０５の動作は、図２から６を参
照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１１０５
の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるフレーム構造コンポーネントによって
行われ得る。
【０１３８】
　[0138]　ブロック１１１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＯＦＤＭシン
ボルに関するパディングビットとしてランダムビットシーケンスを使用してＨＥ信号フィ
ールドを生成し得る。ブロック１１１０の動作は、図２から６を参照して説明される方法
に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１１１０の動作の態様は、図７
から９を参照して説明されるランダムシーケンスコンポーネントによって、行われ得る。
【０１３９】
　[0139]　ブロック１１１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、パディングビ
ットとしてランダムビットシーケンスを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを
共有無線周波数スペクトルバンドにおいて送信し得る。ブロック１１１５の動作は、図２
から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロッ
ク１１１５の動作の態様は、図７から９を参照して説明される送信機によって行われ得る
。
【０１４０】
　[0140]　図１２は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１２００を例示するフローチャートを示す。方法１２００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１２００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１４１】
　[0141]　ブロック１２０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、共有無線周波
数スペクトルバンドにおいて通信するためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレーム構造を識別し得る。ブロック１２０５の動作は、図２から６を参
照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１２０５
の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるフレーム構造コンポーネントによって
行われ得る。
【０１４２】
　[0142]　ブロック１２１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットにおいて各ビットのバイナリ値を反転し得る。ブロック１２１０
の動作は、図２から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例に
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おいて、ブロック１２１０の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるビット反転
コンポーネントによって、行われ得る。
【０１４３】
　[0143]　ブロック１２１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、反転されたバ
イナリ値を有するビットのセットにおいて各ビットを含むＨＥ信号フィールドを有する無
線フレームを共有無線周波数スペクトルバンドにおいて送信し得る。ブロック１２１５の
動作は、図２から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例にお
いて、ブロック１２１５の動作の態様は、図７から９を参照して説明される送信機によっ
て行われ得る。
【０１４４】
　[0144]　図１３は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１３００を例示するフローチャートを示す。方法１３００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１３００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１４５】
　[0145]　ブロック１３０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、共有無線周波
数スペクトルバンドにおいて通信するためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレーム構造を識別し得る。ブロック１３０５の動作は、図２から６を参
照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１３０５
の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるフレーム構造コンポーネントによって
行われ得る。
【０１４６】
　[0146]　ブロック１３１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットをスクランブルし得る。ブロック１３１０の動作は、図２から６
を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１３
１０の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるようにスクランブリングコンポー
ネントによって、行われ得る。
【０１４７】
　[0147]　ブロック１３１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのスクランブルされたセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレ
ームを共有無線周波数スペクトルバンドにおいて送信し得る。ブロック１３１５の動作は
、図２から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、
ブロック１３１５の動作の態様は、図７から９を参照して説明される送信機によって行わ
れ得る。
【０１４８】
　[0148]　図１４は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１４００を例示するフローチャートを示す。方法１４００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１４００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１４９】
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　[0149]　ブロック１４０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、共有無線周波
数スペクトルバンドにおいて通信するためのＨＥ信号フィールドおよびＨＥデータフィー
ルドを含む無線フレーム構造を識別し得る。ブロック１４０５の動作は、図２から６を参
照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１４０５
の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるフレーム構造コンポーネントによって
行われ得る。
【０１５０】
　[0150]　ブロック１４１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、位相回転をＨ
Ｅ信号フィールドのシンボルのセットに適用し得る。ブロック１４１０の動作は、図２か
ら６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック
１４１０の動作の態様は、図７から９を参照して説明される位相回転コンポーネントによ
って、行われ得る。
【０１５１】
　[0151]　ブロック１４１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、位相回転を有
するシンボルのセットを含むＨＥ信号フィールドを有する無線フレームを共有無線周波数
スペクトルバンドにおいて送信し得る。ブロック１４１５の動作は、図２から６を参照し
て説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１４１５の動
作の態様は、図７から９を参照して説明される送信機によって行われ得る。
【０１５２】
　[0152]　図１５は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１５００を例示するフローチャートを示す。方法１５００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１５００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１５３】
　[0153]　ブロック１５０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレームを共有無線周波数スペクトルバン
ドにおいて受信し得る。ブロック１５０５の動作は、図２から６を参照して説明される方
法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１５０５の動作の態様は、図
７から９を参照して説明される受信機によって行われ得る。
【０１５４】
　[0154]　ブロック１５１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドにおけるＯＦＤＭシンボルのパディングビットとして使用されるランダムビットシ
ーケンスを識別し得る。ブロック１５１０の動作は、図２から６を参照して説明される方
法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１５１０の動作の態様は、図
７から９を参照して説明されるランダムシーケンスコンポーネントによって、行われ得る
。
【０１５５】
　[0155]　ブロック１５１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、パディングビ
ットとして使用されるランダムビットシーケンスを識別することに基づいて、ＨＥ信号フ
ィールドを解釈し得る。ブロック１５１５の動作は、図２から６を参照して説明される方
法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１５１５の動作の態様は、図
７から９を参照して説明されるように、フィールド解釈コンポーネントによって、行われ
得る。
【０１５６】
　[0156]　図１６は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
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Ｒの低減のための方法１６００を例示するフローチャートを示す。方法１６００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１６００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１５７】
　[0157]　ブロック１６０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレームを共有無線周波数スペクトルバン
ドにおいて受信し得る。ブロック１６０５の動作は、図２から６を参照して説明される方
法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１６０５の動作の態様は、図
７から９を参照して説明される受信機によって行われ得る。
【０１５８】
　[0158]　ブロック１６１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットにおける各ビットのバイナリ値が意図された値から反転されてい
ることを決定し得る。ブロック１６１０の動作は、図２から６を参照して説明される方法
に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１６１０の動作の態様は、図７
から９を参照して説明されるビット反転コンポーネントによって、行われ得る。
【０１５９】
　[0159]　ブロック１６１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、意図された値
に従って、ＨＥ信号フィールドを解釈し得る。ブロック１６１５の動作は、図２から６を
参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１６１
５の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるように、フィールド解釈コンポーネ
ントによって、行われ得る。
【０１６０】
　[0160]　図１７は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１７００を例示するフローチャートを示す。方法１７００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１７００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１６１】
　[0161]　ブロック１７０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレームを共有無線周波数スペクトルバン
ドにおいて受信し得る。ブロック１７０５の動作は、図２から６を参照して説明される方
法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１７０５の動作の態様は、図
７から９を参照して説明される受信機によって行われ得る。
【０１６２】
　[0162]　ブロック１７１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドのビットのセットがスクランブルされていることを決定し得る。ブロック１７１０
の動作は、図２から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例に
おいて、ブロック１７１０の動作の態様は、図７から９を参照して説明されるスクランブ
リングコンポーネントによって行われ得る。
【０１６３】
　[0163]　ブロック１７１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
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ールドのビットのセットがスクランブルされているという決定に基づいて、ＨＥ信号フィ
ールドを解釈し得る。ブロック１７１５の動作は、図２から６を参照して説明される方法
に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１７１５の動作の態様は、図７
から９を参照して説明されるように、フィールド解釈コンポーネントによって、行われ得
る。
【０１６４】
　[0164]　図１８は、本開示の様々な態様に従って、ＨＥ信号フィールドにおけるＰＡＰ
Ｒの低減のための方法１８００を例示するフローチャートを示す。方法１８００の動作は
、本説明書において説明されるように、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５またはそれのコン
ポーネントによって、インプリメントされ得る。例えば、方法１８００の動作は、図７か
ら９を参照して説明される通信マネージャによって行われ得る。いくつかの例において、
ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、以下に説明される機能を実施するためにデバイスの機
能的要素を制御するためのコードのセットを実行し得る。追加または代替として、ＡＰ１
０５またはＳＴＡ１１５は、専用ハードウェアを使用して以下に説明される機能態様を行
い得る。
【０１６５】
　[0165]　ブロック１８０５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、ＨＥ信号フィ
ールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フレームを共有無線周波数スペクトルバン
ドにおいて受信し得る。ブロック１８０５の動作は、図２から６を参照して説明される方
法に従って、行われ得る。ある特定の例において、ブロック１８０５の動作の態様は、図
７から９を参照して説明される受信機によって行われ得る。
【０１６６】
　[0166]　ブロック１８１０において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、無線フレーム
のＨＥ信号フィールドのシンボルのセットの位相回転を決定し得る。ブロック１８１０の
動作は、図２から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の例にお
いて、ブロック１８１０の動作の態様は、図７から９を参照して説明される位相回転コン
ポーネントによって、行われ得る。
【０１６７】
　[0167]　ブロック１８１５において、ＡＰ１０５またはＳＴＡ１１５は、識別された位
相回転に基づいて、ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットを復調し得る。ブロック１８
１５の動作は、図２から６を参照して説明される方法に従って、行われ得る。ある特定の
例において、ブロック１８１５の動作の態様は、図７から９を参照して説明される受信機
によって行われ得る。
【０１６８】
　[0168]　上記で説明された方法は、可能なインプリメンテーションを説明すること、動
作およびステップは、再配列またはそうでなければ修正され得ること、および他のインプ
リメンテーションが可能であることに留意されたい。さらに、２つ以上の方法からの態様
が、組み合され得る。
【０１６９】
　[0169]　本明細書において説明された技法は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、時分割
多元接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（Ｏ
ＦＤＭＡ）、シングルキャリア周波数分割多元接続（ＳＣ－ＦＤＭＡ）、および他のシス
テムなどの様々なワイヤレス通信システムのために使用され得る。「システム」および「
ネットワーク」という用語は、しばしば交換可能に用いられる。符号分割多元接続（ＣＤ
ＭＡ）システムは、ＣＤＭＡ２０００、ユニバーサル地上無線アクセス（ＵＴＲＡ）など
の無線技術をインプリメントし得る。ＣＤＭＡ２０００は、ＩＳ－２０００、ＩＳ－９５
、およびＩＳ－８５６規格をカバーする。ＩＳ－２０００リリースは、一般に、ＣＤＭＡ
２０００　１Ｘ、１Ｘ等と呼ばれ得る。ＩＳ－８５６（ＴＩＡ－８５６）は、一般に、Ｃ
ＤＭＡ２０００　１ｘＥＶ－ＤＯ、高レートパケットデータ（ＨＲＰＤ）等と呼ばれる。
ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ（登録商標））およびＣＤＭＡの他の変形を含



(35) JP 6608547 B2 2019.11.20

10

20

30

40

50

む。ＴＤＭＡシステムは、モバイル通信のためのグローバルシステム（ＧＳＭ（登録商標
））のような無線技術をインプリメントし得る。ＯＦＤＭＡシステムは、ウルトラモバイ
ルブロードバンド（ＵＭＢ）、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ＩＥＥＥ８０２．１１
（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａ
ｓｈ－ＯＦＤＭなどの無線技術をインプリメントし得る。
【０１７０】
　[0170]　本明細書で説明された１つまたは複数のワイヤレス通信システムは、同期また
は非同期動作をサポートし得る。同期動作の場合、基地局は、同様のフレームタイミング
を有し得、異なる基地局からの送信は、時間的にあらまし揃えられ得る（approximately 
aligned in time）。非同期動作の場合、複数の基地局は、異なるフレームタイミングを
有し得、異なる基地局からの送信は、時間的に揃えられない可能性がある。本明細書で説
明される複数の技法は、同期または非同期動作のいずれかに対して使用され得る。
【０１７１】
　[0171]　ここに説明されたダウンリンク送信はまた、順方向リンク送信と呼ばれ得、一
方でアップリンク送信はまた、逆方向リンク送信と呼ばれ得る。本明細書で説明された各
通信リンク－例えば、図１および図２のＷＬＡＮ１００および２００を含む－は、１つま
たは複数のキャリアを含み得、ここで、各キャリアは、複数のサブキャリア（例えば、異
なる周波数の波形信号）から構成される信号であり得る。
【０１７２】
　[0172]　添付の図面に関連して、本明細書で記載された説明は、例となる構成を説明し
ており、インプリメントされ得るまたは特許請求の範囲内にある全ての例を表すものでは
ない。本明細書で使用される「例示的な（exemplary）」という用語は、「好ましい」ま
たは「他の例よりも有利である」ということではなく、「例、事例、または例示を提供す
る」を意味する。詳細な説明は、説明された技法の理解を提供することを目的とした特定
の詳細を含む。これらの技法は、しかしながら、これらの特定の詳細なしに実施され得る
。いくつかの事例では、周知の構造およびデバイスは、説明された複数の例の概念を暖味
にすることを避けるためにブロック図の形態で示されている。
【０１７３】
　[0173]　添付の図面では、同様のコンポーネントまたは特徴は、同じ参照ラベルを有し
得る。さらに、同じタイプの様々なコンポーネントは、参照ラベルに、ダッシュと類似の
コンポーネントを区別する第２のラベルとを後続させることによって区別され得る。本明
細書において第１の参照ラベルのみが使用される場合、その説明は、第２の参照ラベルに
関係なく、同じ第１の参照ラベルを有する同様のコンポーネントのうちのいずれの１つに
も適用可能である。
【０１７４】
　[0174]　本明細書で説明された情報および信号は、様々な異なる技術および技法のうち
の任意のもの用いて表され得る。例えば、上記の説明全体を通して参照され得るデータ、
命令、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波
、磁場または磁性粒子、光場または光粒子、あるいはこれらの任意の組合せによって表さ
れ得る。
【０１７５】
　[0175]　本明細書での開示に関連して説明された様々な例示的なブロックおよびモジュ
ールは、汎用プロセッサ、ＤＳＰ、ＡＳＩＣ、ＦＰＧＡまたは他のプログラマブル論理デ
バイス、離散ゲートまたはトランジスタ論理、離散ハードウェアコンポーネント、あるい
は本明細書で説明された機能を実施するように設計されたそれらの任意の組み合わせを用
いてインプリメントされ得るかまたは実施され得る。汎用プロセッサは、マイクロプロセ
ッサであり得るが、代替的に、プロセッサは、任意の従来のプロセッサ、コントローラ、
マイクロコントローラ、またはステートマシンであり得る。プロセッサはまた、コンピュ
ーティングデバイスの組み合わせ（例えば、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）およびマ
イクロプロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連携した１つ
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または複数のマイクロプロセッサ、あるいは任意の他のそのような構成）としてインプリ
メントされ得る。
【０１７６】
　[0176]　本明細書で説明された機能は、ハードウェア、プロセッサによって実行される
ソフトウェア、ファームウェア、またはこれらの任意の組合せでインプリメントされ得る
。プロセッサによって実行されるソフトウェアでインプリメントされる場合、これら機能
は、コンピュータ読取り可能媒体上で、１つまたは複数の命令またはコードとして記憶ま
たは送信され得る。他の例およびインプリメンテーションは、本開示および添付の特許請
求の範囲の範囲内にある。例えば、ソフトウェアの性質により、上記に説明された機能は
、プロセッサによって実行されるソフトウェア、ハードウェア、ファームウェア、ハード
ワイヤリング、またはこれらのいずれの組み合わせを使用してインプリメントされ得る。
機能をインプリメントする特徴はまた、機能の部分が異なる物理的な位置においてインプ
リメントされるように分散されることを含めて、様々な位置に物理的に位置付けられ得る
。また、請求項を含め、本明細書で使用される場合、項目のリスト（例えば、「のうちの
少なくとも１つ」または「のうちの１つまたは複数」のようなフレーズが付される項目の
リスト）で使用される「または」は、例えば、Ａ、ＢまたはＣのうちの少なくとも１つと
いうリストが、ＡまたはＢまたはＣまたはＡＢまたはＡＣまたはＢＣまたはＡＢＣ（すな
わち、ＡおよびＢおよびＣ）を意味するように、包括的なリスト（an inclusive list）
を示す。
【０１７７】
　[0177]　コンピュータ可読媒体は、１つの場所から別の場所へのコンピュータプログラ
ムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体と非一時的コンピュータ記憶媒体との両
方を含む。非一時的記憶媒体は、汎用または専用コンピュータによってアクセスされるこ
とができる任意の利用可能な媒体であり得る。限定ではなく例として、非一時的コンピュ
ータ読取り可能媒体は、ＲＡＭ、ＲＯＭ、電気的消去可能プログラマブル読取専用メモリ
（ＥＥＰＲＯＭ（登録商標））、コンパクトディスク（ＣＤ）ＲＯＭまたは他の光ディス
ク記憶装置、磁気ディスク記憶装置または他の磁気記憶デバイス、あるいは、命令または
データ構造の形式で所望のプログラムコード手段を搬送または記憶するために使用される
ことができ、かつ、汎用または専用コンピュータ、または汎用または専用プロセッサによ
ってアクセスされることができるその他任意の非一時的媒体を備えることができる。また
、任意の接続は、コンピュータ可読媒体と厳密には称され得る。例えば、ソフトウェアが
、同軸ケーブル、光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）
、または赤外線、無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術を使用して、ウェブサ
イト、サーバ、またはその他の遠隔ソースから送信される場合には、この同軸ケーブル、
光ファイバーケーブル、ツイストペア、デジタル加入者回線（ＤＳＬ）、または赤外線、
無線、およびマイクロ波のようなワイヤレス技術は、媒体の定義に含まれる。本書に使用
される場合、ディスク（disk）およびディスク（disc）は、ＣＤ、レーザーディスク（登
録商標）、光ディスク、デジタル多用途ディスク（ＤＶＤ）、フロッピー（登録商標）デ
ィスク、およびＢｌｕ－ｒａｙ（登録商標）ディスクを含み、ディスク（disk）は通常、
磁気的にデータを再生するが、一方で、ディスク（disc）は、レーザーを用いて光学的に
データを再生する。上記の組合せもまた、コンピュータ可読媒体の範囲内に含まれる。
【０１７８】
　[0178]　本明細書における説明は、当業者が本開示を製造または使用することを可能に
するために提供される。本開示に対する様々な修正は、当業者にとって容易に明らかとな
り、本明細書に定義された包括的な原理は、本開示の範囲から逸脱することなしに他の変
形に適用され得る。よって、本開示は、本明細書において説明された例および設計に限定
されず、本明細書で開示された原理および新規の特徴に合致する最も広い範囲を与えられ
ることとなる。
　以下に本願の出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［Ｃ１］
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　ワイヤレス通信のための方法であって、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別することと、
　位相回転を前記ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用することと、
　前記位相回転を有するシンボルの前記セットを含む前記ＨＥ信号フィールドを有する無
線フレームを送信することと
　を備える、方法。
［Ｃ２］
　前記位相回転は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）状態に少なくとも部分的に基づく
、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ３］
　前記ＨＥ信号フィールドのシンボルの前記セットに適用される前記位相回転は、直交振
幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後に、トーンのセット上に適用される、Ｃ１に記載の方法
。
［Ｃ４］
　複数の周波数領域を識別することをさらに備え、ここにおいて、前記位相回転は、前記
複数の各周波数領域に適用される、
　Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ５］
　前記ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメントに分割することと、
　前記位相回転を前記１つまたは複数のセグメントの各々に適用することと
　をさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ６］
　前記ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、前記５６個のトーンは、５２個の
データトーンを含む、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ７］
　前記ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの前記位相回転は、
［数２］

　を備える、Ｃ６に記載の方法。
［Ｃ８］
　前記ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ　ＳＩＧ－ＡフィールドまたはＨＥ　ＳＩＧ－Ｂフィ
ールドを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ９］
　前記ＨＥ信号フィールドは、２０ＭＨｚのチャネルを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１０］
　前記位相回転は、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）二相位相変調（ＢＰＳＫ）ビットマ
ッピングを備える、Ｃ１に記載の方法。
［Ｃ１１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別するための手段と、
　位相回転を前記ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用するための手段と、
　前記位相回転を有するシンボルの前記セットを含む前記ＨＥ信号フィールドを有する無
線フレームを送信するための手段と
　を備える、装置。
［Ｃ１２］
　前記位相回転は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）状態に少なくとも部分的に基づく
、
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　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１３］
　前記ＨＥ信号フィールドのシンボルの前記セットに適用される前記位相回転は、直交振
幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後に、トーンのセット上に適用される、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１４］
　複数の周波数領域を識別するための手段をさらに備え、ここにおいて、前記位相回転は
、前記複数の各周波数領域に適用される、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１５］
　前記ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメントに分割するための手段と、
　前記位相回転を前記１つまたは複数のセグメントの各々に適用するための手段と
　をさらに備える、Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１６］
　前記ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、前記５６個のトーンは、５２個の
データトーンを含む、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１７］
　前記ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの前記位相回転は、
［数３］

　を備える、Ｃ１６に記載の装置。
［Ｃ１８］
　前記ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）フィールドまたはＨＥ信号Ｂ（
ＳＩＧ－Ｂ）フィールドを備える、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ１９］
　前記ＨＥ信号フィールドは、２０ＭＨｚのチャネルを備える、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２０］
　前記位相回転は、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）二相位相変調（ＢＰＳＫ）ビットマ
ッピングを備える、
　Ｃ１１に記載の装置。
［Ｃ２１］
　ワイヤレス通信のための装置であって、
　プロセッサと、
　前記プロセッサと電子通信状態にあるメモリと、
　前記メモリに記憶され、および前記プロセッサによって実行されると、前記装置に、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別することと、
　位相回転を前記ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用することと、
　前記位相回転を有するシンボルの前記セットを含む前記ＨＥ信号フィールドを有する無
線フレームを送信することと
　を行わせるように動作可能である命令と
　を備える、装置。
［Ｃ２２］
　前記位相回転は、高ピーク対平均電力比（ＰＡＰＲ）状態に少なくとも部分的に基づく
、
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　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２３］
　前記ＨＥ信号フィールドのシンボルの前記セットに適用される前記位相回転は、直交振
幅変調（ＱＡＭ）マッピングの後に、トーンのセット上に適用される、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２４］
　前記命令は、
　複数の周波数領域を識別することが、前記プロセッサによってさらに実行可能であり、
ここにおいて、前記位相回転は、前記複数の各周波数領域に適用される、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２５］
　前記命令は、
　前記ＨＥ信号フィールドを１つまたは複数のセグメントに分割することと、
　前記位相回転を前記１つまたは複数のセグメントの各々に適用することと
　が、前記プロセッサによってさらに実行可能である、Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２６］
　前記ＨＥ信号フィールドは、５６個のトーンを備え、前記５６個のトーンは、５２個の
データトーンを含む、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２７］
　前記ＨＥ信号フィールドのｋ番目のデータトーンごとの前記位相回転は、
［数４］

　を備える、Ｃ２６に記載の装置。
［Ｃ２８］
　前記ＨＥ信号フィールドは、ＨＥ信号Ａ（ＳＩＧ－Ａ）フィールドまたはＨＥ信号Ｂ（
ＳＩＧ－Ｂ）フィールドを備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ２９］
　前記位相回転は、デュアルキャリア変調（ＤＣＭ）二相位相変調（ＢＰＳＫ）ビットマ
ッピングを備える、
　Ｃ２１に記載の装置。
［Ｃ３０］
　ワイヤレス通信のためのコードを記憶する非一時的コンピュータ可読媒体であって、前
記コードは、
　通信のための高効率（ＨＥ）信号フィールドおよびＨＥデータフィールドを含む無線フ
レーム構造を識別することと、
　位相回転を前記ＨＥ信号フィールドのシンボルのセットに適用することと、
　前記位相回転を有するシンボルの前記セットを含む前記ＨＥ信号フィールドを有する無
線フレームを送信することと
　を行うために、プロセッサによって実行可能な命令を備える、非一時的コンピュータ可
読媒体。
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